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　岩倉市の誇る五条川の桜は、４月に入って満開

となり、１年中でいちばん美しい風景である。 

　桜の蜜を求めて、目白や鵯がたくさんにやって

くる。また、花見の観光客は、遠くからの人も年

々増えて、昨年は推計４５万人の人出で賑わった。 

　４月２日には岩倉桜まつりの呼び物として大上

市場、中本町、下本町の山車曳きが行われる。好

天を祈りたい。 

　　　　　　　　　　　　　日本画家　大野幹彦 

【2005岩倉の風景●五条川堤　満開の桜】 
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改
革
と
前
進
　
〜
公
平
・
公
正
・
平
等
で
市
民
が
主
役
の
行
政
〜 

特
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平
成
１７
年
度
所
信
表
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国際交流はいま 市政の窓 �

「共に生きる」を目指して　総務大臣表彰受賞 岩倉市個人情報保護条例を制定しました 
岩倉市防犯対策助成金交付制度が始ま 
ります 
岩倉市まちづくり文化振興事業助成制度 
市政モニターを募集します 
同一世帯の第２子以降の乳幼児（４歳から就 
学前まで）通院医療費を助成します 
花のコンテスト作品および審査員を募集します 
いわくら少年少女合唱団第１２期生を 
募集します 
ミニステージ・市民ギャラリー情報 
愛・地球博（愛知万博）へ出かけよう！ 
岩倉市の高齢者福祉 
岩倉市まちづくりカレンダー作成委員を 
募集します 
下水道が使用できる区域が広がります 
第１号被保険者の介護保険料をお知ら 
せします 
がん予防のための栄養教室を開催します 
狂犬病予防注射を受けましょう 
２０歳代の国民年金保険料が猶予され 
ます 
平成１７年国勢調査の調査員を募集します 
小学校新入学児の保護者の皆様へ 

第９回いわくら五条川マラソン結果 ��

知っておきたい健康講座 ��
タバコと歯周病 
それでもタバコを吸いますか？ 

し　　しゅう　びょう 

スポーツ大好き！ ��

岩倉バトミントンスポーツ少年団 

岩倉東小学校 
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悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。 
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

岩
倉
市
は 

　
・
交
通
安
全
都
市
宣
言 

　
・
環
境
保
全
都
市
宣
言 

　
・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言 

　
・
安
全
・
安
心
な
ま
ち
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 

市民のひろば・いわくらネットワーク 

裏表紙 ぶらりいわくら再発見 
大山寺町かいわい 

クリーンアップ五条川２００５・ミニステージ・いわ 
くら少年少女合唱団・ダンス＆体操発表会 

��

��

学校通信 ��

��フォトニュース 

暮らしのガイド ��

募集 ��

講座・教室 ��

手続き ��

相談・その他 ��

図書館ニュース ��

▲３月８日、市内の中学校で

卒業式が行われ、２校合わせ

て４２６人がそれぞれの道を

歩き出しました。 
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・
安
全
・
安
心
な
ま
ち
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 

▲３月８日、

卒業式が行わ

て４２６人が

歩き出しまし

　３月２日、岩倉市議会３月定例会の

冒頭、石黒靖明岩倉市長は、「夢や希

望を描くことが難しい時代ではありま

すが、藩政改革で知られる上杉鷹山の

『為せば成る　為さねば成らぬ何事も

成らぬは人の為さぬなりけり』という

哲学を心に置き、志を高く持ち、５期

目の市政に全力を傾注してまいる所存

であります」と所信表明をしました。 

　その全文をご紹介します。 

平成17年度所信表明 
改革と前進　～公平・公正・平等で市民が主役の行政～ 

　
本
日
、
こ
こ
に
平
成
１７
年
岩
倉
市
議
会
３
月
定

例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
私
の
５
期
目
の
市
政
運

営
に
対
す
る
所
信
を
申
し
上
げ
、
議
員
各
位
並
び

に
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。 

　
さ
て
、
私
は
、
去
る
１
月
２３
日
の
市
長
選
挙
に

お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
基
本
的
な
行
政
姿
勢
で
あ

る
「
顔
の
見
え
る
行
政
」
「
公
平
・
公
正
・
平
等

で
市
民
が
主
役
の
行
政
運
営
」
を
基
本
に
、
５
期

目
の
政
策
目
標
と
し
て
「
改
革
と
前
進
」
を
掲
げ
、

市
民
の
皆
様
に
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
幸
い
に

も
４
期
１６
年
間
の
実
績
を
評
価
い
た
だ
き
、
再
び

市
政
を
担
う
こ
と
と
な
り
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を

深
く
心
に
受
け
止
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。 

　
ま
た
、
私
に
寄
せ
ら
れ
た
ご
批
判
に
も
謙
虚
に

耳
を
傾
け
、
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
よ
り
一

層
身
を
引
き
締
め
、
こ
の
ま
ち
に
住
ん
で
本
当
に

良
か
っ
た
と
誇
り
に
思
っ
て
い
た
だ
け
る
元
気
な

岩
倉
を
つ
く
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。 

　
昨
年
は
、
台
風
や
地
震
を
始
め
と
し
た
自
然
災

害
の
猛
威
に
曝
さ
れ
ま
し
た
。
新
潟
県
中
越
地
震

や
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ス
マ
ト
ラ
島
沖
巨
大
地
震

と
大
津
波
な
ど
で
犠
牲
に
な
ら
れ
ま
し
た
皆
様
と
、

そ
の
ご
遺
族
に
対
し
ま
し
て
深
く
哀
悼
の
意
を
表

す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
、
１
日
も
早
い
復
興
を
心
か
ら
願
う
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
国
際
情
勢
は
イ
ラ
ク
問
題
な
ど
世
界
の

混
迷
が
続
き
、
テ
ロ
と
復
興
の
は
ざ
ま
で
、
新
世

紀
こ
そ
「
平
和
の
世
紀
」
と
い
う
人
々
の
願
い
は

い
ま
だ
に
か
な
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

　
２１
世
紀
の
世
界
が
、
平
和
と
繁
栄
し
た
社
会
に

な
る
こ
と
を
切
に
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
本
年

は
戦
後
６０
年
に
あ
た
り
、
平
和
を
考
え
る
大
切
な

節
目
の
年
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
核
兵
器
廃
絶
平

和
都
市
宣
言
を
し
た
自
治
体
と
し
て
、
世
界
平
和

が
幻
に
終
わ
ら
な
い
よ
う
、
平
和
へ
の
取
り
組
み

を
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
一
歩
一
歩
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。 

　
２
月
１７
日
に
は
、
愛
知
県
が
日
本
の
産
業
経
済

の
中
枢
圏
域
と
し
て
、
世
界
に
向
か
っ
て
は
ば
た

く
た
め
の
大
き
な
原
動
力
と
な
る
、
中
部
国
際
空

港
が
開
港
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
名
古

屋
空
港
が
県
営
名
古
屋
空
港
と
し
て
、
国
内
で
は

初
め
て
の
本
格
的
な
小
型
機
の
拠
点
空
港
に
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
３
月
２５
日
に
は
、
自
然
の
叡
智
を
テ
ー

マ
に
２
０
０
５
年
日
本
国
際
博
覧
会
「
愛
・
地
球

博
」
が
開
幕
さ
れ
ま
す
。
本
市
も
、
キ
ュ
ー
バ
共

和
国
と
の
一
市
町
村
一
国
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
事
業

な
ど
、
市
民
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ
り
２１
世
紀
初

の
万
博
の
成
功
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

　
さ
て
、
国
内
経
済
の
状
況
は
、
依
然
デ
フ
レ
傾

向
が
続
い
て
い
る
も
の
の
、
企
業
収
益
の
改
善
や

設
備
投
資
の
増
加
な
ど
、
長
い
景
気
の
低
迷
か
ら

よ
う
や
く
一
筋
の
光
が
見
え
始
め
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
個
人
消
費
の
伸
び
が
鈍
化
し
て
い
る

な
ど
、
景
気
の
先
行
き
に
は
慎
重
な
見
方
も
で
て

き
て
い
ま
す
。 

な 

ようざん 

さ
ら 

え
い
　

ち 
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ま
た
、
景
気
回
復
を
優
先
さ
せ
た
財
政
運
営
を

行
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
国
と
地
方
を
合
わ
せ
た

平
成
１７
年
度
末
の
長
期
債
務
残
高
は
、
７
７
４
兆

円
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
平
成
１６
年
度
を

３４
兆
円
上
回
る
見
通
し
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
今
、
日
本
は
、
大
き
な
変
革
期
の
中
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
で
私
は
、
こ
れ
か
ら
の
地
方
は
、
国

と
地
方
、
行
政
と
民
間
の
役
割
を
明
確
に
し
た
う

え
で
、
「
地
方
が
自
ら
の
足
で
立
ち
、
自
ら
の
頭

で
考
え
る
」
と
い
う
地
方
自
治
本
来
の
姿
に
改
革

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
ま
さ
に
、
地
方
分
権
が
実
行
の
段
階
を
迎
え
、

市
町
村
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
真
の
意
味
で
自
立
し
た
岩
倉
市
を
支
え
る
力
の

根
源
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
４
万
８
千
人
の
市
民

の
皆
様
の
力
で
あ
り
ま
す
。 

　
今
後
と
も
、
「
参
画
と
協
働
」
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
る
た
め
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
ま
ち
づ
く

り
の
主
役
と
し
て
、
力
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
よ

う
な
、
住
民
自
治
の
仕
組
み
を
築
い
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
ま
す
。 

　
さ
て
、
平
成
１７
年
度
に
お
け
る
政
府
の
一
般
会

計
予
算
案
を
見
ま
す
と
、
一
般
会
計
の
予
算
規
模

は
、
平
成
１６
年
度
当
初
比
０
・
１
㌫
増
の
８２
兆
１

千
８
２
９
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
政
策
的
経
費
で
あ
る
一
般
歳
出
は
、
公
共
投
資

関
係
費
や
防
衛
関
係
費
な
ど
の
主
要
経
費
を
軒
並

み
抑
制
し
、
０
・
７
㌫
減
の
４７
兆
２
千
８
２
９
億

円
と
４
年
連
続
の
緊
縮
型
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
国
の
三
位
一
体
の
改
革
で
は
、
税
源
移
譲
に
結

び
つ
く
国
庫
補
助
負
担
金
は
１
兆
１
千
２
３
９
億

円
を
削
減
し
、
税
源
移
譲
に
つ
い
て
は
、
所
得
譲

与
税
及
び
税
源
移
譲
予
定
特
例
交
付
金
と
し
て
、

新
た
に
１
兆
１
千
１
６
０
億
円
が
地
方
に
配
分
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

　
一
方
、
地
方
財
政
計
画
に
お
け
る
歳
入
歳
出
規

模
も
、
昨
年
度
当
初
比
１
・
１
㌫
減
の
８３
兆
７
千

６
８
７
億
円
と
４
年
連
続
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
地
方
財
政
の
健
全
化
を
進
め
る
た

め
、
地
方
財
政
計
画
上
の
職
員
を
１
万
人
以
上
純

減
す
る
こ
と
や
、
投
資
的
経
費
及
び
経
常
経
費
の

地
方
単
独
分
を
縮
減
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。 

　
歳
入
に
お
い
て
は
、
三
位
一
体
の
改
革
の
「
全

体
像
」
の
中
で
平
成
１７
、
１８
年
度
の
地
方
財
政
に

つ
い
て
、
「
安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
地
方

交
付
税
、
地
方
税
な
ど
の
一
般
財
源
の
総
額
を
確

保
す
る
」
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
地
方
財
政
計
画

上
で
の
一
般
財
源
総
額
は
、
対
前
年
度
比
０
・
１

㌫
増
の
５３
兆
４
千
４
０
０
億
円
と
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
の
平
成
１７
年
度
当
初
予

算
の
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、「
改
革
と
前
進
」

を
基
本
に
、
公
平
・
公
正
の
観
点
か
ら
受
益
と
負

担
の
適
正
化
を
図
り
、
既
存
の
事
務
事
業
の
見
直

し
を
進
め
る
一
方
で
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
な
ど
に
重
点
を
置
き
予
算
配
分
を
い
た
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
平
成
１７
年
度
の
一
般
会
計

予
算
の
総
額
は
１
１
６
億
７
千
万
円
で
、
平
成
１６

年
度
当
初
予
算
比
７
・
０
㌫
の
減
と
な
り
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
本
年
度
予
算
の
実
質
的
な
伸
び
率
と

し
て
は
、
昨
年
度
予
算
か
ら
、
平
成
７
年
度
と
平

成
８
年
度
に
借
り
入
れ
ま
し
た
減
税
補
て
ん
債
１０

億
２
千
万
円
の
借
り
換
え
分
を
除
き
１
・
２
㌫
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
歳
入
の
柱
と
な
り
ま
す
市
民
税
は
、
個
人
市
民

税
の
配
偶
者
特
別
控
除
な
ど
の
税
制
改
正
を
は
じ

め
、
法
人
市
民
税
に
つ
い
て
も
、
景
気
が
回
復
傾

向
に
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
６
・
５
㌫
の
増
、
固
定

資
産
税
も
家
屋
の
新
・
増
築
に
よ
り
２
・
２
㌫
の

増
と
な
る
な
ど
、
市
税
全
体
で
３
・
８
㌫
の
増
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。 

　
地
方
交
付
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
方
財
政
計

画
な
ど
を
踏
ま
え
、
０
・
６
㌫
の
減
と
い
た
し
ま

し
た
。
市
債
は
、
昨
年
度
に
減
税
補
て
ん
債
の
借

り
換
え
分
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
５７
・
５
㌫

の
大
幅
な
減
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
内
、
臨
時
財

政
対
策
債
は
１９
・
１
㌫
の
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。 

　
な
お
、
恒
久
的
減
税
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て
は
、

従
来
ど
お
り
市
民
税
減
税
補
て
ん
債
及
び
地
方
特

例
交
付
金
に
よ
り
補
て
ん
が
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
で

は
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
と
手
を
携
え
な
が

ら
、
私
の
政
策
目
標
で
あ
る
「
改
革
と
前
進
」
を

基
本
に
、
本
市
の
行
政
哲
学
の
「
岩
倉
２１
世
紀
へ

の
提
言
」
に
意
を
尽
く
し
な
が
ら
、
将
来
都
市
像

と
し
て
の
「
健
康
で
明
る
い
緑
の
文
化
都
市
」
の

実
現
に
向
け
「
第
３
次
岩
倉
市
総
合
計
画
」
に
沿

っ
た
諸
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
そ
れ
で
は
、
平
成
１７
年
度
に
取
り
組
む
３
つ
の

重
点
施
策
と
、
主
な
新
規
事
業
な
ど
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。 

         

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進 

 

　
重
点
施
策
の
第
１
は
、
「
安
全
・
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
安
全
・
安
心
は
、
す
べ
て
の
市
民
生
活
の
基
本

で
あ
る
と
と
も
に
、
行
政
に
課
せ
ら
れ
た
最
重
要

課
題
で
あ
り
ま
す
。 

　
昨
年
１２
月
に
は
、
防
犯
意
識
の
一
層
の
高
揚
と
、

地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
な
ど
こ
れ
ま
で
の
市
民

総
ぐ
る
み
の
犯
罪
撲
滅
活
動
を
よ
り
確
か
な
も
の

に
す
る
た
め
に
、
市
民
の
皆
様
や
議
会
・
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
宣
言
」
を

い
た
し
ま
し
た
。 

　
こ
う
し
た
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、

犯
罪
の
発
生
率
が
平
成
１６
年
は
、
前
年
に
比
べ
９

㌫
も
減
少
し
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
県
内
の
状
況
を
み
ま
す
と
車
上
狙
い

な
ど
の
犯
罪
が
引
き
続
き
多
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
新
年
度
は
「
防
犯
灯
の
設
置
」や「
安

全
・
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
」
な
ど
の
ほ
か
に
、
新
た

に
「
防
犯
対
策
助
成
事
業
」
を
設
け
、
玄
関
な
ど

の
鍵
の
交
換
や
、
自
家
用
車
の
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク

バ
ー
等
の
防
犯
対
策
を
行
う
場
合
に
か
か
る
費
用

の
一
部
を
補
助
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。 

　
交
通
安
全
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き

「
区
画
線
引
き
」
や
「
防
護
柵
」
な
ど
道
路
環
境

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進 

重
点
施
策 
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国
の
三
位
一
体
の
改
革
で
は
、
税
源
移
譲
に
結

し
て
は
、
昨
年
度
予
算
か
ら
、
平
成
７
年
度
と
平

し
上
げ
ま
す
。 

「
区
画
線
引
き
」
や
「
防
護
柵
」
な
ど
道
路
環
境

の
整
備
を
図
り
、
事
故
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。 

　
な
お
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
か
ら
要
望
が
ご
ざ

い
ま
す
岩
倉
幹
部
交
番
の
移
転
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
１８
年
度
に
建
設
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
県

と
調
整
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
本
年
は
、
一
瞬
の
う
ち
に
街
を
破
壊
し
、
６
千

４
３
３
人
も
の
尊
い
命
を
奪
っ
た
阪
神
・
淡
路
大

震
災
か
ら
１０
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。
多
く
の
犠
牲

か
ら
学
ん
だ
そ
の
時
の
教
訓
を
風
化
さ
せ
な
い
よ

う
、
日
常
の
備
え
を
怠
ら
な
い
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。 

　
最
近
で
は
、
新
潟
県
中
越
地
震
ば
か
り
で
は
な

く
、
こ
の
地
域
を
震
源
と
す
る
震
度
４
の
内
陸
型

の
地
震
も
発
生
し
て
お
り
ま
す
。 

　
今
後
予
想
さ
れ
ま
す
、
東
海
地
震
や
東
南
海
・

南
海
地
震
な
ど
に
対
し
、
よ
り
き
め
細
か
な
対
策

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
市
内
で
も
液
状
化
が

懸
念
さ
れ
ま
す
南
部
地
域
の
防
災
拠
点
と
な
る

「
（
仮
称
）
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
を
、

計
画
よ
り
１
年
早
く
大
山
寺
町
に
建
設
し
て
ま
い

り
ま
す
。 

　
公
共
施
設
の
耐
震
化
に
つ
き
ま
し
て
は
「
市
立

体
育
館
耐
震
補
強
事
業
」
や
川
徳
橋
・
幼
川
橋
の

耐
震
補
強
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
災
害
避
難
施
設
に
指
定
し
て
お
り
ま

す
南
部
老
人
憩
の
家
の
耐
震
診
断
や
、
下
水
道
と

プ
ー
ル
の
水
を
利
用
し
た
貯
留
型
仮
設
水
洗
ト
イ

レ
を
南
小
学
校
に
設
置
い
た
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
万
一
に
備
え
、
避
難
用
資
機
材
と
し
て

の
防
災
テ
ン
ト
や
、
粉
ミ
ル
ク
な
ど
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
の
非
常
用
食
糧
等
の
備
蓄
を
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
震
災
時
の
飲
料
水
を
確
保

す
る
た
め
、
愛
知
県
送
水
管
と
市
の
水
道
管
を
直

接
繋
ぐ
、
緊
急
支
援
連
絡
管
設
置
工
事
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。 

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
犠
牲
者
の
８４
㌫
は
、
建

物
の
倒
壊
に
よ
る
圧
死
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
様
の
命
を
地
震
か
ら
守
る
た
め
に
、

引
き
続
き
「
木
造
住
宅
耐
震
診
断
」
「
木
造
住
宅

耐
震
改
修
」
に
助
成
を
行
い
ま
す
。 

　
こ
の
ほ
か
、
消
防
団
な
ど
地
域
の
防
災
力
の
強

化
を
図
る
た
め
、
「
第
４
分
団
車
庫
移
転
事
業
」

「
第
１
分
団
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
」
の
整
備
・
更

新
等
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
な
お
、
火
災
や
救
急
な
ど
の
１
１
９
番
通
報
に

迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
増
加
す
る
携
帯
電
話
か

ら
の
通
報
を
、
こ
れ
ま
で
の
他
市
の
消
防
本
部
か

ら
転
送
さ
れ
て
く
る
分
散
方
式
か
ら
、
岩
倉
市
消

防
本
部
で
直
接
受
信
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
改
善
い

た
し
ま
す
。 

　
浸
水
対
策
で
は
、
「
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害

対
策
法
」
に
基
づ
き
、
昨
年
度
に
新
川
及
び
新
川

流
域
に
お
け
る
公
共
下
水
道
整
備
計
画
区
域
内
の

浸
水
解
消
に
向
け
、
現
地
調
査
な
ど
の
作
業
を
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
五
条
川
へ
の
許
容
放
流

量
の
調
整
等
の
遅
れ
か
ら
、
雨
水
整
備
計
画
の
策

定
を
関
係
流
域
市
町
と
と
も
に
、
本
年
度
へ
繰
り

延
べ
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
ご
理
解

を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

　
ま
た
、
集
中
豪
雨
な
ど
の
雨
水
排
水
対
策
と
し

て
、
用
排
水
路
の
浚
渫
を
充
実
い
た
し
ま
す
。 

    

　
第
２
は
、「
行
財
政
改
革
の
断
行
」
で
あ
り
ま
す
。 

　
地
方
を
取
り
巻
く
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
で
、

自
治
体
は
今
ま
さ
に
自
ら
を
改
革
し
、
新
し
い
時

代
の
岩
倉
の
か
た
ち
を
創
り
出
す
力
量
が
試
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
「
ま
ず
隗
よ
り
始
め
よ
」
の
言
葉

ど
お
り
、
私
た
ち
行
政
に
携
わ
る
者
は
、
時
代
の

要
求
に
的
確
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
行
政
経
営
と

い
う
明
確
な
視
点
を
持
っ
て
、
思
い
切
っ
た
自
己

改
革
を
断
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
平
成
１２
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
第
２
次
岩
倉
市
行

政
改
革
は
、
既
に
５
年
を
経
過
し
、
個
別
・
具
体

的
な
実
施
計
画
に
基
づ
い
て
こ
れ
ま
で
職
員
の
削

減
や
民
間
委
託
な
ど
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
改
革

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

　
新
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
よ
り
効
率
的
な
行

政
運
営
を
推
進
す
る
た
め
、
最
低
限
の
職
員
補
充

を
行
い
つ
つ
退
職
に
あ
わ
せ
て
１３
人
減
員
す
る
と

と
も
に
、
特
殊
勤
務
手
当
な
ど
も
見
直
し
、
１
億

３
千
万
円
ほ
ど
の
人
件
費
を
削
減
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
公
用
車
の
購
入

な
ど
事
務
事
業
を
見
直
し
、
経
常
経
費
の
削
減
等

を
し
な
が
ら
、
今
後
予
想
さ
れ
る
新
た
な
行
政
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、
改
革
で
き
る
も
の
は
年
度

途
中
に
お
い
て
も
実
行
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

　
な
お
、
民
間
委
託
と
し
て
国
民
健
康
保
険
税
の

収
納
率
の
改
善
と
、
市
民
の
皆
様
の
利
便
性
を
図

る
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
お
支
払
い

い
た
だ
け
る
よ
う
収
納
事
務
の
私
人
委
託
な
ど
を

行
い
ま
す
。 

     

　
第
３
は
、
「
岩
倉
駅
東
地
区
再
開
発
事
業
の
促

進
」
で
あ
り
ま
す
。 

　
本
市
の
新
し
い
顔
と
し
て
、
ま
た
、
中
心
市
街

地
の
再
生
の
核
と
し
て
の
「
北
街
区
市
街
地
再
開

発
事
業
」
は
、
こ
れ
か
ら
の
岩
倉
の
ま
ち
づ
く
り

の
基
礎
に
な
っ
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
賑
わ

い
が
ま
ち
の
活
力
を
生
み
出
す
大
き
な
力
に
な
る

も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。 

　
私
は
、
駅
前
の
中
心
的
商
業
地
で
あ
り
な
が
ら
、

木
造
の
建
物
が
密
集
し
、
防
災
上
も
多
く
の
問
題

を
抱
え
た
駅
東
を
、
こ
の
ま
ま
何
も
手
を
つ
け
ず

に
放
置
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

　
私
た
ち
の
先
輩
は
、
大
変
な
苦
労
を
し
て
五
条

川
に
桜
を
植
え
、
こ
の
ま
ち
を
魅
力
あ
る
も
の
に

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
、
地
元
の
皆
様
と
進

め
て
い
る
再
開
発
事
業
は
、
ま
さ
に
、
ま
ち
に
魂

を
入
れ
る
作
業
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
き
っ
と
、

完
成
後
は
だ
れ
も
が
、
こ
の
ま
ち
に
住
ん
で
良
か

っ
た
と
誇
り
に
思
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
信
じ

て
お
り
ま
す
。 

　
新
年
度
は
、
本
組
合
の
設
立
と
と
も
に
、
権
利

変
換
や
再
開
発
ビ
ル
の
詳
細
設
計
な
ど
が
計
画
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
事
業
費
を
精
査

し
な
が
ら
「
北
街
区
市
街
地
再
開
発
事
業
」
の
促 

か
い 

つ
な 

し
ゅ
ん
せ
つ 

行
財
政
改
革
の
断
行 

岩
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進
に
向
け
て
全
力
で
支
援
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。 

　
こ
の
ほ
か
、
桜
通
線
・
江
南
岩
倉
線
の
整
備
に

つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
採
択
に
向
け
積
極
的
に
関

係
機
関
に
要
請
い
た
し
ま
す
。 

　
な
お
、
下
本
町
街
区
再
開
発
事
業
に
お
き
ま
し

て
は
、
準
備
組
合
の
活
動
を
引
き
続
き
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。 

       

　
次
に
、
新
規
事
業
な
ど
の
諸
施
策
に
つ
い
て
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

    

　
ま
ず
、
健
康
・
福
祉
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。 

 

健
康
事
業
に
お
き
ま
し
て
は
、
「
健
康
い
わ
く

ら
２１
」
に
基
づ
い
て
保
健
・
福
祉
・
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
を
連
携
さ
せ
な
が
ら
、
多
世
代
に
渡
る
健
康
づ

く
り
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
中
で

も
、
新
年
度
に
つ
い
て
は
、
ね
た
き
り
ゼ
ロ
を
目

指
し
、
高
齢
者
の
健
康
・
体
力
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を

行
い
、
在
宅
で
自
立
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
介
護
予
防
に
重
点
を
置
き
な
が
ら
、
健

康
事
業
の
拡
充
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
長
寿
社
会
へ
の
対
応
で
は
、
昨
年
度
に
実
施
し

ま
し
た
意
向
把
握
調
査
を
踏
ま
え
、
平
成
１８
年
度

か
ら
平
成
２０
年
度
を
計
画
期
間
と
す
る
「
第
３
期

岩
倉
市
老
人
保
健
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事
業

計
画
」
を
策
定
い
た
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
平
成
１７
年
度
は
、
介
護
保
険
法
の
大
幅

な
改
正
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様

に
定
着
し
て
ま
い
り
ま
し
た
こ
の
制
度
が
、
今
後

と
も
安
定
的
で
持
続
的
な
制
度
に
移
行
し
て
い
く

よ
う
最
善
の
努
力
を
し
ま
す
。 

　
な
お
、
施
設
整
備
と
し
て
は
、
昨
年
度
か
ら
整

備
資
金
を
助
成
し
て
ま
い
り
ま
し
た
「
認
知
症
高

齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
が
、
７
月
に
開
設
さ
れ

ま
す
。
今
後
と
も
、
介
護
基
盤
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。 

　
少
子
化
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
を
安
心
し
て
生
み
育
て
る
環
境
づ
く

り
が
、
行
政
の
重
要
な
役
割
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
子
育
て
支
援
の
一

つ
と
し
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
「
乳
幼
児
医
療

費
助
成
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
入
院
医
療
費
分
に

加
え
、
通
院
医
療
費
に
つ
い
て
も
現
行
４
歳
未
満

を
、
１
世
帯
第
２
子
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま
で
無

料
化
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
学
校
給
食
費
に
つ

き
ま
し
て
も
、
義
務
教
育
に
３
人
以
上
の
子
ど
も

が
就
学
す
る
家
庭
を
対
象
に
第
３
子
か
ら
無
料
化

し
、
安
心
し
て
子
育
て
が
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
応
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
母
子
福
祉
で
は
、
母
子
家
庭
な
ど
の
自
立
支
援

を
行
う
た
め
「
母
子
自
立
支
援
給
付
金
」
制
度
を

設
け
ま
す
。 

    

　
次
に
、
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
。 

　
学
校
教
育
事
業
で
は
、
歯
科
医
師
会
の
協
力
も

い
た
だ
き
な
が
ら
、
歯
の
健
康
を
目
的
に
、
全
小

学
校
で
フ
ッ
化
物
洗
口
を
実
施
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
た
Ｉ

Ｔ
教
育
の
周
辺
環
境
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
新
年

度
に
「
中
学
校
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
工
事
」
を
行
い
、

「
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
楽
器
購
入
事
業
」
「
曽

野
小
学
校
プ
ー
ル
フ
ェ
ン
ス
改
修
」
及
び
「
学
校

給
食
配
送
車
購
入
」
な
ど
の
整
備
に
も
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。 

　
教
育
内
容
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、
少
人
数

授
業
な
ど
に
よ
る
学
力
の
向
上
や
「
総
合
的
な
学

習
の
時
間
推
進
事
業
」
と
と
も
に
、
子
ど
も
は
未

来
の
ま
ち
づ
く
り
人
等
を
目
指
し
た
「
教
育
プ
ラ

ン
事
業
」
の
推
進
を
図
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
基
金
事
業
と

し
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
外
国
語
教
育
、
障
害

児
の
個
別
指
導
等
の
臨
時
講
師
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
こ
の
補
助
事
業
が
平
成
１６
年
度
で
終
了
す

る
た
め
、
市
の
単
独
事
業
で
引
き
続
き
行
う
こ
と

と
し
、
教
育
指
導
体
制
の
確
保
・
充
実
に
努
め
て

い
き
ま
す
。 

　
さ
ら
に
児
童
・
生
徒
が
、
自
然
の
叡
智
を
テ
ー

マ
と
し
た
愛
知
万
博
を
、
環
境
学
習
の
場
と
し
て

体
験
で
き
る
よ
う
助
成
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

ま
す
。 

　
生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
の

皆
様
の
多
様
な
学
習
意
欲
に
応
え
る
た
め
、
「
生

涯
学
習
基
本
構
想
・
基
本
計
画
」
に
基
づ
い
て
、

引
き
続
き
生
涯
学
習
活
動
の
積
極
的
な
支
援
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
遺
跡
・
文
化
財
の
保
護
で
は
、史
跡
公
園
の
「
鳥

居
建
民
家
茅
葺
屋
根
修
繕
事
業
」
や
昨
年
１２
月
に

焼
失
い
た
し
ま
し
た
「
竪
穴
住
居
」
の
復
元
を
行

い
ま
す
。 

　
ま
た
、
新
た
に
、
昭
和
６０
年
度
に
編
さ
ん
し
ま

し
た
岩
倉
市
史
の
追
補
版
を
作
成
す
る
た
め
の
作

業
に
着
手
し
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
の
継
承
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
音
楽
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
き
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
育

成
と
学
校
音
楽
鑑
賞
会
、
地
区
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
事
業
や

総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
機

器
の
更
新
な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

施
設
改
善
と
し
て
「
多
目
的
ホ
ー
ル
吊
物
用
ワ
イ

ヤ
ー
等
取
替
事
業
」
「
多
目
的
ホ
ー
ル
音
響
設
備

取
替
事
業
」
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。 

   

　
続
い
て
、
環
境
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。 

　
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
、
分
別
収
集
な
ど

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
一
層
の
充
実
を

図
る
た
め
、現
在「
燃
や
し
て
は
い
け
な
い
ご
み
」

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
、
包

装
を
新
た
に
資
源
と
し
て
収
集
す
る
「
そ
の
他
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
資
源
化
事
業
」
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。 

か
や
ぶ
き 

健
康
・
福
祉 

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ 

環
　
境 

新
規
事
業
な
ど
の
諸
施
策 
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岩
倉
市
老
人
保
健
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事
業

　
次
に
、
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
で

引
き
続
き
生
涯
学
習
活
動
の
積
極
的
な
支
援
に
努

ま
い
り
ま
す
。 

　
公
園
整
備
事
業
で
は
、
昨
年
度
に
実
施
設
計
及

び
用
地
の
一
部
を
取
得
し
ま
し
た
「
（
仮
称
）
竹

林
公
園
整
備
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
、
引
き
続
き

用
地
買
収
を
行
い
、
土
地
取
得
を
完
了
し
、
一
部

工
事
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
「
（
仮
称
）
長
瀬

公
園
整
備
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
基
本
設
計

な
ど
を
行
い
、
自
然
と
共
生
し
た
う
る
お
い
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

     

　
次
に
、
都
市
基
盤
整
備
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。 

 

公
共
下
水
道
事
業
に
お
き
ま
し
て
は
、
五
条
川

右
岸
処
理
区
の
計
画
的
な
面
整
備
と
利
用
の
促
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
幹
線
道
路
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
豊

田
岩
倉
線
や
北
島
藤
島
線
な
ど
を
計
画
的
に
推
進

す
る
と
と
も
に
、
名
古
屋
江
南
線
等
の
県
事
業
に

つ
い
て
も
整
備
促
進
に
向
け
要
請
し
て
い
き
ま
す
。 

　
な
お
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
生

活
道
路
に
お
き
ま
し
て
は
、
利
便
性
と
安
全
性
の

向
上
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
整
備
に
努
め
ま
す
。 

　
昨
年
度
、
実
施
設
計
を
い
た
し
ま
し
た
「
岩
倉

駅
地
下
連
絡
道
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
」
に
つ
き
ま

し
て
は
工
事
着
手
し
、
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

    

　
続
い
て
、
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。 

　
農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
都
市
化
が
進
む
中
で
、

用
排
水
路
改
修
工
事
を
計
画
的
に
進
め
、
農
業
環

境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
農
業
経
営
の
安
定
化
を
促
進
す
る
た
め
、

引
き
続
き
「
農
業
近
代
化
資
金
利
子
補
給
事
業
」

な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
商
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
愛
知
万
博
の
関
連
事

業
と
し
て
「
一
市
町
村
一
国
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
事

業
」
の
本
市
の
相
手
国
、
キ
ュ
ー
バ
共
和
国
と
の

交
流
を
主
体
に
、
市
町
村
催
事
「
岩
倉
市
の
日
」

な
ど
の
事
業
を
実
施
し
な
が
ら
、
ま
ち
の
賑
わ
い

と
、
商
業
の
推
進
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
ま
す
。 

　
本
年
度
は
「
一
豊
公
＆
千
代
様
サ
ミ
ッ
ト
」
を

一
宮
市
と
岩
倉
市
、
犬
山
市
の
３
市
で
共
同
開
催

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
、
平
成
１８
年
か
ら
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
功
名
が
辻
」
の
放
送
が
決

定
さ
れ
、
岩
倉
を
全
国
に
発
信
す
る
ま
た
と
な
い

機
会
を
得
ま
し
た
。 

　
こ
れ
を
好
機
に
、
ド
ラ
マ
の
主
人
公
で
あ
る
一

豊
公
の
誕
生
地
と
し
て
、
市
民
の
皆
様
の
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
桜
と
と
も
に
歴
史
あ
る
岩
倉

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
な
お
、
「
い
わ
く
ら
お
店
探
索
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
事
業
」
を
引
き
続
き
支
援
し
、
個
人
消
費
の
拡

大
と
地
域
商
業
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
商

工
業
者
の
皆
様
へ
の
融
資
制
度
な
ど
も
継
続
し
て

行
い
、
地
域
経
済
の
発
展
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。 

   

　
こ
の
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
の
食
の
安
全
を
守
る

た
め
、
引
き
続
き
農
家
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
な

が
ら
、
安
心
し
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

地
元
で
と
れ
た
米
な
ど
の
農
産
物
を
、
保
育
園
や

小
・
中
学
校
の
給
食
の
食
材
と
し
て
使
用
す
る
地

産
地
消
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
戦
後
６０
年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

市
民
の
皆
様
に
よ
る
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
平

和
の
祈
り
を
込
め
た
特
別
展
な
ど
を
開
催
い
た
し

ま
す
。 

　
な
お
、
市
町
村
合
併
に
つ
き
ま
し
て
は
、
行
財

政
改
革
を
断
行
し
つ
つ
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を

見
据
え
、
合
併
新
法
の
期
限
内
に
、
引
き
続
き
市

民
の
皆
様
や
議
会
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら

研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
公
共
料
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
の
厳
し
い

経
済
状
況
な
ど
を
配
慮
し
、
原
則
と
し
て
据
え
置

く
こ
と
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
公
平
・
公
正
な

行
政
と
、
受
益
と
負
担
の
観
点
か
ら
、
所
得
の
少

な
い
方
に
配
慮
し
つ
つ
、
１０
月
か
ら
放
課
後
児
童

健
全
育
成
手
数
料
を
新
た
に
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
い
た
だ
い
た
財
源
に
つ
き
ま
し

て
は
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
拡
充
の
一
部
に
あ

て
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
ジ
ュ
ニ

ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
つ
き
ま
し
て
も
、
新
た
に
団

費
を
ご
負
担
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
関

係
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。 

　
最
後
に
、
愛
知
県
財
政
と
市
民
生
活
の
関
わ
り

に
つ
い
て
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
愛
知
県
で
は
景
気
が
回
復

傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政

状
況
に
あ
る
こ
と
や
、
三
位
一
体
の
改
革
の
影
響

等
に
よ
る
県
単
独
補
助
金
の
縮
減
が
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は

不
透
明
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

　
県
の
事
業
の
見
直
し
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合

に
は
、
市
の
単
独
事
業
と
な
る
部
分
に
つ
き
ま
し

て
、
予
算
の
見
直
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
か
ざ
る
を

得
な
い
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

　
本
市
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
今
後
さ
ら
に
厳
し

さ
を
増
す
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
地

方
分
権
社
会
は
、
地
方
の
自
主
・
自
立
の
営
み
の

総
和
が
国
を
支
え
る
と
考
え
ま
す
。
冒
頭
で
述
べ

ま
し
た
よ
う
に
、
「
改
革
と
前
進
」
を
市
政
運
営

の
基
本
に
置
き
、
４
万
８
千
人
の
市
民
の
皆
様
が

本
当
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
誇
り
に
思
っ
て
い
た

だ
け
る
岩
倉
を
築
い
て
い
く
た
め
に
、
誠
心
誠
意
、

ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を
尽
く
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
夢
や
希
望
を
描
く
こ
と
が
難
し
い
時
代
で
は
あ

り
ま
す
が
、
藩
政
改
革
で
知
ら
れ
る
上
杉
鷹
山
の

『
為
せ
ば
成
る
　
為
さ
ね
ば
成
ら
ぬ
何
事
も
　
成

ら
ぬ
は
人
の
為
さ
ぬ
な
り
け
り
』
と
い
う
哲
学
を

心
に
置
き
、
志
を
高
く
持
ち
、
５
期
目
の
市
政
に

全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

　
市
民
の
皆
様
並
び
に
議
員
各
位
の
一
層
の
ご
指

導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申

し
上
げ
、
所
信
表
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

よ
う
ざ
ん 

な 

産
業
の
振
興 

そ
の
他 

都
市
基
盤
整
備 

平成17年度所信表明 
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コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
発
達
し
、

日
常
生
活
が
便
利
に
な
る
一
方
で
、
個
人
情
報
が

本
人
の
知
ら
な
い
う
ち
に
利
用
さ
れ
る
お
そ
れ
や
、

誤
っ
た
情
報
が
利
用
さ
れ
て
い
る
お
そ
れ
な
ど
、

個
人
の
権
利
や
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
不
安
感
も
生
じ
て
き
て
い
ま
す
。 

　
岩
倉
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
「
岩
倉
市
電
子
計
算

組
織
に
係
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
」

に
よ
っ
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
さ
れ
た
個
人
情

報
に
つ
い
て
、
そ
の
保
護
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、

手
書
き
で
記
録
さ
れ
た
も
の
も
含
め
、
よ
り
い
っ

そ
う
の
個
人
情
報
保
護
を
図
る
た
め
、
市
が
保
有

す
る
個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の

ル
ー
ル
な
ど
を
定
め
た
「
岩
倉
市
個
人
情
報
保
護

条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。 

個
人
情
報
と
は
… 

　
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
住
所
、
職
歴
、
学

歴
、
所
得
、
財
産
な
ど
に
関
す
る
情
報
で
、
ど
こ

の
だ
れ
か
が
分
か
る
情
報
で
す
。 

個
人
情
報
を
適
切
に
取
扱
う
た
め
の
ル
ー
ル 

●
個
人
情
報
の
保
有
の
制
限 

　
市
が
個
人
情
報
を
保
有
す
る
と
き
に
は
、
そ
の

利
用
目
的
を
で
き
る
限
り
明
ら
か
に
し
、
必
要
な

範
囲
内
で
保
有
し
ま
す
。
ま
た
、
原
則
と
し
て
個

人
の
思
想
や
信
条
に
関
わ
る
情
報
は
保
有
し
ま
せ

ん
。 

　
な
お
、
市
が
ど
の
よ
う
な
個
人
情
報
を
保
有
し

て
い
る
か
を
記
録
し
た
帳
簿
を
作
成
し
、
公
表
し

ま
す
。 

●
個
人
情
報
の
適
正
な
取
得 

　
個
人
情
報
は
適
法
か
つ
適
正
な
方
法
で
、
原
則

と
し
て
本
人
か
ら
取
得
し
ま
す
。
ま
た
、
本
人
か

ら
書
面
に
よ
り
個
人
情
報
を
取
得
す
る
際
に
は
、

利
用
目
的
が
分
か
る
よ
う
に
し
ま
す
。 

●
適
正
な
管
理 

　
個
人
情
報
が
利
用
目
的
の
範
囲
内
で
事
実
と
合

致
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
個
人
情
報
の
漏
え
い
を
防
止
す
る
措
置

を
講
じ
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
を
委
託
す
る
と

き
に
は
、
個
人
情
報
の
保
護
の
た
め
に
必
要
な
措

置
を
講
じ
ま
す
。 

●
利
用
お
よ
び
提
供
の
制
限 

　
保
有
し
て
い
る
個
人
情
報
は
、
原
則
と
し
て
本

来
の
利
用
目
的
以
外
の
目
的
で
利
用
し
た
り
、
他

に
提
供
し
ま
せ
ん
。
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
場
合

に
は
、
提
供
先
に
対
し
て
個
人
情
報
の
保
護
の
た

め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。 

●
電
子
計
算
機
等
の
結
合
の
禁
止 

　
個
人
情
報
を
処
理
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、
法

令
に
定
め
の
あ
る
場
合
な
ど
を
除
き
原
則
と
し
て

通
信
回
線
を
用
い
て
外
部
と
の
接
続
は
し
ま
せ
ん
。 

個
人
情
報
の
開
示
・
訂
正
・
利
用
停
止
の
請
求 

★
市
が
保
有
し
て
い
る
自
分
に
関
す
る
個
人
情
報

に
つ
い
て
は
、
本
人
で
あ
れ
ば
情
報
の
開
示
を
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

★
開
示
さ
れ
た
個
人
情
報
に
誤
り
が
あ
る
場
合
は
、

事
実
を
証
明
で
き
る
資
料
等
に
基
づ
き
、
訂
正
を

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

★
個
人
情
報
の
収
集
方
法
、
本
来
の
利
用
目
的
以

外
に
利
用
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
条
例
に
反
し
て
い

る
と
思
っ
た
と
き
は
、
利
用
の
停
止
を
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

※
未
成
年
者
ま
た
は
、
成
年
被
後
見
人
の
法
定
代

理
人
は
、
本
人
に
代
わ
っ
て
こ
れ
ら
の
請
求
が
で

き
ま
す
。 

※
請
求
に
対
す
る
市
の
決
定
に
不
服
が
あ
る
と
き

は
、
異
議
申
し
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

異
議
申
し
立
て
が
さ
れ
た
場
合
、
識
見
者
な
ど
で

構
成
さ
れ
る
「
岩
倉
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保

護
審
査
会
」
に
市
の
決
定
が
妥
当
で
あ
っ
た
か
ど

う
か
諮
問
し
ま
す
。 

※
年
に
１
回
、
開
示
請
求
な
ど
の
件
数
や
そ
れ
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
決
定
が
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
、

広
報
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。 

市
民
の
責
務
、
事
業
者
の
責
務 

　
個
人
情
報
の
保
護
の
た
め
に
は
、
ひ
と
り
ひ
と

り
が
個
人
情
報
保
護
の
重
要
性
を
十
分
に
理
解
し
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
な
ど
個
人
の
権
利
や
利
益

が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。 

●
問
合
先
　
行
政
課
行
政
係
（
☎
３
８
―
５
８
０

４
）
ま
で
。 

　 

      

岩
倉
市
個
人
情
報
保
護 

条
例
を
制
定
し
ま
し
た 

　岩倉市では、水道法に
基づき、定期的に水質検
査を実施しています。 
　なお、詳しい水道水質
検査計画書については、
水道課でいつでもご覧い
ただけます。 
●問合先　水道課施設係
（☎３８─５８１６）ま
で。 

水道水を安心して 
飲用していただく 
ために 
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●
市
政
の
窓
●
 

　
氏
名

性
別

生
年
月
日

住
所

職
歴

学

置
を
講
じ
ま
す

 

き
ま
す

 
 

　 

      

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
行
う
文
化
事
業
に
助
成
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

●
助
成
対
象
事
業
　
今
ま
で
の
枠
を
超
え
て
自

主
的
に
行
わ
れ
る
次
の
文
化
活
動
を
対
象
と
し
ま

す
。 

　
た
だ
し
、
主
に
営
利
を
目
的
と
す
る
事
業
や
、

特
定
の
政
治
、
宗
教
活
動
を
目
的
に
行

わ
れ
る
事
業
、
お
よ
び
恒
常
的
に
行
わ

れ
る
事
業
は
助
成
の
対
象
と
は
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
外
部
か
ら
人
を
招
い
て

開
催
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
や
シ
ョ
ー
等
も

対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。 

①
活
動
発
表
事
業
…
複
数
の
団
体
が
共

同
で
行
っ
た
り
、
実
行
委
員
会
を
つ
く

る
な
ど
し
て
、
従
来
の
活
動
の
枠
を
超

え
て
行
わ
れ
る
発
表
会
な
ど
の
事
業
。

た
だ
し
、
特
定
の
流
派
、
会
員
、
個
展

な
ど
に
か
か
わ
る
事
業
は
原
則
と
し
て

対
象
外
で
す
。 

②
文
化
情
報
事
業
…
岩
倉
市
の
文
化
情

報
の
Ｐ
Ｒ
や
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

の
た
め
に
製
作
さ
れ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
情
報
誌
な
ど
の
発
行 

③
人
材
育
成
・
交
流
事
業
…
文
化
に
関

す
る
人
材
育
成
や
交
流
の
推
進
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
る
研
究
会
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
開
催 

④
そ
の
他
、
文
化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
振
興
に

関
す
る
事
業 

●
助
成
金
額
　
助
成
金
額
は
、
日
常
的
な
活
動
費

や
人
件
費
、
入
場
料
な
ど
の
収
入
を
除
い
た
事
業

費
の
２
分
の
１
以
内
で
、
限
度
額
は
３
０
０
万
円 

●
事
業
期
間
　
平
成
１７
年
度
に
実
施
予
定
の
事
業 

●
申
請
の
手
続
き
　
所
定
の
申
請
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
４
月
２５
日
　
ま
で
に
生
涯
学

習
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係
（
☎
３
８

―
５
８
１
９
）
ま
で
。 

皆
さ
ん
の
文
化
活
動
を
応
援
し
ま
す 

岩
倉
市
ま
ち
づ
く
り
文
化
振 

興
事
業
助
成
制
度 

（月） 

　市民の皆さんから広くご意見、ご要望をお聞かせいただくため市政

モニターを募集します。 

●応募資格　市内にお住まいの２０歳以上の人 

　ただし、公務員、公職選挙法による公職者、市政モニター経験後５

年未満の人を除きます。 

●募集人数　２０人 

●募集期限　５月１３日（金） 

●モニターの仕事　年５～６回程度のモニター会議に出席していただ

きます。また、随時自発的なご意見をいただきます。 

●任　期　委嘱する日から平成１９年３月３１日まで 

●その他　記念品をお渡しします。 

●応募・問合先　企画課広報広聴係（☎３８―５８０２）まで。 

あなたの意見を市政に生かしませんか？ 

市政モニターを募集します 

　この制度は、市民の皆さんの防犯意識高揚を目的として、

犯罪を未然に防ぎ、安全で安心なまちづくりを推進するた

めの助成金制度で、経費の一定額を助成するものです。 

　これを機会に、もう一度わが家の防犯対策を見直しまし

ょう。 

●対象者　岩倉市に住民登録または、外国人登録があり、

居住している世帯主（１世帯につき１回限りです） 

●対象となるもの 

①玄関および勝手口等の出入口の錠を交換または、補助錠、

サムターンカバー、ガードプレート等を取り付けること。 

②サッシ等を防犯ガラスに交換または、防犯フィルム、補

助錠、格子等を取り付けること。 

③共同住宅のエントランスまたは、エレベーター等の共有

部分に防犯カメラまたは、センサーライトを取り付けるこ

と。 

④住居等に防犯カメラまたは、センサーライトを取り付け

ること。 

⑤駐車場内に防犯カメラ、センサーライトまたは、照明灯

を取り付けること。 

⑥自家用車両（自動車、オートバイ、自転車）にハンドル

ロックバーまたは、盗難防止装置等を取り付けること。 

⑦住居敷地内に玉砂利等を敷くこと。 

●助成額　経費の２分の１（１００円未満は切り捨て）で

限度額５,０００円 

●助成期間　４月１日～平成２０年３月３１日 

※平成１７年３月３１日以前の防犯対策は対象外です。 

●申請方法　行政課に置いてある申請書に記入し、品物等

がわかる領収書を添えて行政課交通防犯係に提出してくだ

さい。 

●問合先　行政課交通防犯係（☎３８―５８０４）まで。 

岩倉市防犯対策助成金交付制度が始まります 岩倉市防犯対策助成金交付制度が始まります 
４月１日から 
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●
市
政
の
窓
●
 

       

　
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
に
つ
い
て
は
、
現
在
４

歳
未
満
児
ま
で
の
入
院
、
通
院
お
よ
び
４
歳
か
ら

就
学
前
ま
で
の
入
院
に
係
る
自
己
負
担
分
を
助
成

し
て
い
ま
す
が
、
新
た
に
、
４
月
１
日
か
ら
同
一

世
帯
の
第
２
子
以
降
の
乳
幼
児
（
４
歳
か
ら
就
学

前
ま
で
）
の
通
院
に
つ
い
て
も
助
成
し
ま
す
。 

※
同
一
世
帯
と
は
、
住
民
基
本
台
帳
上
、
同
じ
世

帯
の
こ
と
で
す
。 

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度 

●
助
成
の
対
象
　
就
学
前
の
乳
幼
児
（
小
学
校
入

学
直
前
の
３
月
３１
日
ま
で
） 

●
助
成
の
範
囲 

★
０
歳
か
ら
４
歳
未
満
児
…
入
院
、
通
院
に
係
る

自
己
負
担
分 

★
４
歳
か
ら
就
学
前
…
第
１
子
は
入
院
に
係
る
自

己
負
担
分
、
第
２
子
以
降
は
入
院
、
通
院
に
係
る

自
己
負
担
分 

●
助
成
の
方
法
　
４
歳
未
満
児
ま
で
は
、
従
来
ど

お
り
「
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
」
を
交
付
し
ま

す
。
ま
た
、
新
た
に
、
第
２
子
以
降
の
助
成
に
対

し
て
「
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
」
を
交
付
し
ま

す
の
で
診
療
を
受
け
る
と
き
は
、
医
療
機
関
の
窓

口
に
健
康
保
険
証
と
と
も
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
第
１
子
で
４
歳
か
ら
就
学
前
の
入
院
に

つ
い
て
は
、
「
乳
幼
児
医
療
費
受
給

者
証
」
を
発
行
し
ま
せ
ん
の
で
、
医

療
機
関
の
窓
口
で
自
己
負
担
分
を
支

払
っ
た
後
、
市
民
窓
口
課
に
領
収
書

（
診
療
の
内
訳
が
記
載
さ
れ
た
も

の
）
を
添
え
て
医
療
費
支
給
の
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
た
だ
し
、第
２
子
以
降
に
係
る「
乳

幼
児
医
療
費
受
給
者
証
」
は
、
受
給

者
証
交
付
申
請
後
に
、
該
当
者
に
５

月
末
日
ま
で
に
交
付
し
ま
す
の
で
、

４
月
、
５
月
診
療
分
に
つ
き
ま
し
て

は
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
自
己
負
担

分
を
支
払
っ
た
後
、
市
民
窓
口
課
に

領
収
書
を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。 

●
申
請
方
法
　
平
成
１１
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
１３
年
５
月
３１
日
生
ま
れ
の

人
で
、
第
２
子
以
降
の
対
象
者
に
は
、

４
月
初
旬
に
市
民
窓
口
課
か
ら
受
給

者
証
交
付
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
書
が
届
か
ず
、
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
他
の
制
度
（
障
害
者
医
療
費
、
母
子
家

庭
等
医
療
費
）
の
受
給
対
象
者
の
人
は
、
そ
の
制

度
で
助
成
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
平
成
１３
年
６
月
１
日
以
降
生
ま
れ
で
、

第
２
子
以
降
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
４

歳
の
誕
生
月
の
翌
月
に
、
被
保
険
者
証
と
有
効
期

間
の
切
れ
た
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
う
え
、
市
民

窓
口
課
へ
受
給
者
証
の
交
付
申
請
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。 

●
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保
険
医
療
係
（
☎
３
８

―
５
８
０
７
）
ま
で
。 

       

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
花
を
通
し
て
の
ふ
れ
あ
い
や

交
流
が
積
極
的
に
行
わ
れ
、
緑
と
花
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
今
年
度
も
花
の
コ
ン
テ

ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
同
時
に
花
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
員
を

募
集
し
ま
す
の
で
、
花
に
興
味
の
あ
る
人
は
ご
応

募
く
だ
さ
い
。 

花
の
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集 

●
応
募
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
の
人
で
、
鉢
、

プ
ラ
ン
タ
ー
類
、
庭
、
垣
根
、
壁
面
、
農
地
等
が

花
で
飾
ら
れ
、
快
適
な
環
境
と
景
観
を
つ
く
り
、

地
域
の
美
化
に
貢
献
し
て
い
る
個
人
、
も
し
く
は

団
体 

●
受
付
期
間
　
４
月
１２
日
　
〜
１９
日
　
（
た
だ
し
、

土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す
） 

●
応
募
方
法
　
都
市
計
画
課
窓
口
に
置
い
て
あ
る

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
都
市
計
画
課
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
写
真
は
応
募
直
前
の
写
真
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
写
真
は
原
則
と
し
て
お
返
し
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

●
審
査 

★
第
１
次
審
査
…
写
真
選
考 

★
第
２
次
審
査
…
現
地
調
査 

●
表
彰
　
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
入
選
、
佳
作
作

品
に
は
記
念
品
を
お
渡
し
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
参

加
賞
も
あ
り
ま
す
。 

審
査
員
募
集 

●
審
査
内
容
　
写
真
選
考
お
よ
び
現
地
調
査 

●
審
査
日
時
　
４
月
２６
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
ご
ろ 

、

（火） 

（火） 

（火） 

同
一
世
帯
の
第
２
子
以
降
の
乳 

幼
児（
４
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
） 

通
院
医
療
費
を
助
成
し
ま
す
　 

花
の
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
お
よ 

び
審
査
員
を
募
集
し
ま
す 

入　院 

０歳～４歳未満児 

助成対象 
（受給者証あり） 

通　院 

第１子 

４歳～就学前 

第２子以降 

助成対象 
（受給者証なし） 助成対象 

（新たに受給者証交付） 

４月初旬に受給者証交
付申請書をご家庭に郵
送します 

申請書に必要事項を記
入後、市役所へ申請書
を返送してください 

５月末までに受給者証
を郵送します 

○平成１１年４月２日～平成１３年５月３１日生まれで、第２子以降の対象者 

４歳の誕生月の翌月 申請のため市役所にお
越しください 

受給者証を交付します 

○平成１３年６月１日以降生まれで、第２子以降の対象者 

助 成 の 範 囲  

申 請 方 法  
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●
市
政
の
窓
●
 

　
な
お

第

子
で

歳
か

就
学
前
の
入
院
に

窓
口
課
へ
受
給
者
証
の
交
付
申
請
に
お
越
し
く
だ

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
花
を
通
し
て
の
ふ
れ
あ
い
や

時
ご
ろ 

●
応
募
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
い
か
お
勤
め
の
人

で
、
２０
歳
以
上
の
人 

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。 

●
募
集
人
数
　
５
人 

　
な
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

●
募
集
期
間
　
４
月
１２
日
　
〜
１９
日
　
（
た
だ
し
、

土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す
） 

　
な
お
、
審
査
員
に
決
定
さ
れ
た
人
は
コ
ン
テ
ス

ト
へ
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。 

●
問
合
先
　
都
市
計
画
課
計
画
係
（
☎
３
８
―
５

８
１
４
）
ま
で
。 

       

　 

      

　
い
わ
く
ら
少
年
少
女
合
唱
団
で
は
、
第
１２
期
生

を
募
集
し
ま
す
。 

　
当
合
唱
団
は
、
平
成
６
年
７
月
に
結
成
さ
れ
、

現
在
２６
人
の
団
員
が
い
ま
す
。
市
民
音
楽
祭
や
愛

知
県
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
出
演
、
市
内
施
設

で
の
演
奏
な
ど
、
多
彩
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。 

　
歌
の
好
き
な
人
、
私
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
く
歌

い
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
入
団
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

　
な
お
、
申
し
込
み
に
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要

で
す
。 

●
参
加
資
格
　
小
学
校
１
年
生
か
ら
高
校
３
年
生

ま
で
の
児
童
、
生
徒
で
定
例
の
練
習
日
に
参
加
で

き
る
人 

●
入
団
説
明
会
　
５
月
７
日
　
午
後
１
時
３０
分
〜

岩
倉
南
小
学
校
き
ら
き
ら
広
場
　 

※
体
験
入
団
が
で
き
ま
す
。
体
験
日
は
次
の
と
お

り
で
す
。 

★
４
月
１６
日
　
午
前
１０
時
〜
正
午
き
ら
き
ら
広
場 

★
４
月
２３
日
　
午
前
１０
時
〜
正
午
み
ど
り
の
家 

●
練
習
日
　
原
則
と
し
て
毎
週
土
曜
日 

★
第
１
・
３
・
５
土
曜
日
…
午
前
１０
時
〜
正
午
き

ら
き
ら
広
場 

★
第
２
・
４
土
曜
日
…
午
前
１０
時
〜
正
午
み
ど
り

の
家 

●
団
費
等
　
入
団
金
１
千
円
、
団
費
月
額
１
千
５

０
０
円
、
制
服
貸
与
料
年
額
２
千
円 

※
こ
の
ほ
か
に
、
楽
譜
代
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま

す
。 

●
今
年
度
の
予
定
　 

★
７
月
１０
日
　
愛
・
地
球
博
「
岩
倉
市
の
日
」
参

加 ★
８
月
６
日
　
愛
知
県
少
年
少
女
合
唱
連
盟
万
博

合
同
演
奏
会
参
加 

●
申
込
・
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
９
）
ま
た
は
、
井
上
皮
膚
科

（
☎
３
７
―
２
１
０
０
）
ま
で
。 

（日） （土） 

（土） 

（土） （土） 

（火） 

（火） 

い
わ
く
ら
少
年
少
女
合
唱
団 

第
12
期
生
を
募
集
し
ま
す 

　市役所１階には、情報サロンやミニステージ、児童コーナー、
２階には市民ギャラリーやレストランなど、市民の皆さんに利用
していただけるスペースがあります。皆さん、ぜひ、ご利用くだ
さい。 
●利用時間　午前８時３０分～午後９時（第２日曜日、祝日、年
末および年始は休みです）ただし、レストランの営業時間は、振
替休日を除く月～土曜日の午前９時から午後６時までです。 

　岩倉から会場への交通アクセスについてご案内します。 
●自動車の場合（パーク＆ライド） 
★岩倉→国道１５５号線→国道４１号線→名古屋空港駐車場→シャトルバス→会場 
【駐車料金…普通自動車２,５００円、二輪自動車１,０００円】 
●公共交通機関の場合 
★岩倉（名鉄犬山線）→ＪＲ「名古屋駅」（ＪＲ中央線・愛知環状鉄道）→「万博八草駅」
（リニモ）→東部丘陵線「万博会場駅」→会場【片道乗車料金９９０円】 
★岩倉（名鉄犬山線）→名古屋駅「名古屋バスターミナル」（シャトルバス）→会場 
 【片道乗車料金３４０円＋シャトルバス料金片道１,０００円、往復１,５００円】 
★岩倉（名鉄犬山線）→地下鉄「名古屋駅」（地下鉄東山線）→地下鉄「藤が丘駅」 
 （リニモ）→東部丘陵線「万博会場駅」→会場【片道９７０円】 
●問合先　商工農政課商工観光係（☎３８―５８１２）まで。 

●と　き　４月２４日（日）午前１０時３０分～１１時３０分 

●出演者　杉浦元美 
●主な曲　ジャズバンド／トゥルニエ、「ピノキオ」より星に願いを、
さくらさくら　ほか 
●問合先　生涯学習課文化振興係（☎３８―５８１９）まで 

ミニステージ 
【ロビーコンサート　ハープの調べ】 

●と　き　３月２８日（月）～４月９日（土） 
●問合先　神山（☎６６―０６９３）まで。 

●と　き　４月１１日（月）～２４日（日） 
●問合先　関戸（☎３７―０２０４）まで。 

●と　き　４月２５日（月）～５月１日（日） 
●問合先　瀬戸（☎０５６８―３１―３１５６）まで。 

市民ギャラリー 
【岩倉桜まつり協賛　書道連盟小品展】 

【米国パナマ万博写真展】 

【林世宝　絵画展】 

すぎうらもと　み 

りんせいほう 

せ　と 

こうやま 

せき　ど 
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●
市
政
の
窓
●
 

岩
倉
市
の
高
齢
者
福
祉 

       

　
岩
倉
市
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

タ
ク
シ
ー
料
金
助
成 

　
日
常
生
活
で
社
会
活
動
が
容
易
に
で
き
る
よ
う

チ
ケ
ッ
ト
を
お
渡
し
し
て
、
タ
ク
シ
ー
料
金
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。 

●
対
象
者
　
満
８５
歳
以
上
の
人 

●
助
成
額
　
１
乗
車
に
つ
き
、
タ
ク
シ
ー
基
本
料

金
と
迎
車
料
金
（
タ
ク
シ
ー
乗
車
料
金
と
助
成
額

と
の
差
額
は
利
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
） 

●
交
付
枚
数
　
月
２
枚
分
の
チ
ケ
ッ
ト
を
申
請
の

月
か
ら
当
該
年
度
分
を
一
括
交
付
し
ま
す
。 

※
申
請
に
は
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

リ
フ
ト
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成 

　
在
宅
ね
た
き
り
の
高
齢
者
や
身
体
障
害
者
が
、

外
出
を
容
易
に
で
き
る
よ
う
チ
ケ
ッ
ト
を
お
渡
し

し
、
リ
フ
ト
タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。 

●
対
象
者 

★
ね
た
き
り
の
高
齢
者
…
市
が
認
定
し
た
在
宅
ね

た
き
り
の
人 

★
障
害
者
…
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
（
体
幹
お
よ

び
下
肢
）
を
お
持
ち
で
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い

人 ●
助
成
額
　
１
乗
車
に
つ
き
乗
車
料
金
の
半
額
を

助
成
し
ま
す
（
限
度
額
５
千
円
）
。 

●
交
付
枚
数
　
月
１
枚
分
の
チ
ケ
ッ
ト
を
申
請
の

月
か
ら
当
該
年
度
分
を
一
括
交
付
し
ま
す
。 

※
申
請
に
は
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

公
衆
浴
場
無
料
入
浴
券 

　
ふ
れ
あ
い
と
仲
間
づ
く
り
の
た
め
に
、
無
料
入

浴
チ
ケ
ッ
ト
を
お
渡
し
し
ま
す
。 

●
対
象
者
　
満
６５
歳
以
上
の
人 

●
交
付
枚
数
　
月
１
枚
分
の
チ
ケ
ッ
ト
を
申
請
の

月
か
ら
当
該
年
度
分
を
一
括
交
付
し
ま
す
。 

※
申
請
に
は
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
老
人
憩
の
家
（
東
町
☎
３
７
―
３
８
３

４
）
、
南
部
老
人
憩
の
家
（
大
地
町
☎
３
７
―
０

４
９
７
）
で
も
お
渡
し
で
き
ま
す
。 

 

シ
ル
バ
ー
優
待
証
明
カ
ー
ド 

　
名
古
屋
港
水
族
館
な
ど
の
施
設
の
入
場
料
が
無

料
ま
た
は
、
軽
減
さ
れ
る
カ
ー
ド
を
お
渡
し
し
ま

す
。 

●
対
象
者
　
満
６５
歳
以
上
の
人 

●
利
用
で
き
る
施
設 

★
名
古
屋
港
ポ
ー
ト
ビ
ル
（
名
古
屋
海
洋
博
物
館
、

展
望
室
）
、
南
極
観
測
船
ふ
じ
…
無
料 

★
名
古
屋
港
水
族
館
…
入
場
料
が
軽
減
さ
れ
て
、

料
金
が
１
千
円
と
な
り
ま
す
。 

※
特
別
の
催
し
物
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。 

 

家
具
転
倒
防
止
器
具
取
り
付
け 

　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
、
心
身
障
害
者
だ

け
で
生
活
し
て
い
る
家
庭
に
対
し
て
、
地
震
な
ど

に
よ
る
家
具
の
転
倒
を
防
ぐ
た
め
家
具
転
倒
防
止

器
具
を
無
料
で
取
り
付
け
ま
す
。 

●
対
象
者 

★
市
が
認
定
し
た
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人 

★
高
齢
者
夫
婦
世
帯（
配
偶
者
と
も
に
７５
歳
以
上
） 

★
重
度
心
身
障
害
者
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世

帯 ●
対
象
家
具
　
洋
服
ダ
ン
ス
、
和
ダ
ン
ス
、
整
理

ダ
ン
ス
、
茶
ダ
ン
ス 

※
申
請
に
は
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
借
家
の
場
合
は
家
屋
所
有
者
の
同
意
書

が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

高
齢
者
等
賃
貸
住
宅
住
み
替
え
助
成 

　
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
ま
た
は
、
こ
れ
に

準
ず
る
賃
貸
住
宅
に
住
み
替
え
を
す
る
場
合
、
そ

の
住
み
替
え
に
か
か
る
費
用
の
半
額
を
助
成
し
ま

す
。 

●
対
象
者
　
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
満

６５
歳
以
上
の
人
、
障
害
者
（
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
・
２
級
を
お
持
ち
の
人
）
ま
た
は
、
こ
れ
ら
の

人
を
現
に
扶
養
し
、
同
居
し
て
い
る
人 

●
助
成
額
　
引
っ
越
し
費
用
お
よ
び
退
去
に
伴
う

修
繕
費
用
の
２
分
の
１
（
限
度
額
２０
万
円
） 

●
そ
の
他
　
所
得
要
件
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
申
請
に
は
印
鑑
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
受
講
料
助
成 

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
（
２
級
課
程
）
を

当
該
年
度
内
に
お
い
て
修
了
し
た
場
合
、
そ
の
受

講
料
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。 

●
対
象
者
　
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
人
、
過
去

に
高
齢
者
を
介
護
し
た
経
験
の
あ
る
人 

●
助
成
額
　
受
講
料
の
３
分
の
１
（
限
度
額
２
万

円
） 

※
申
請
に
は
印
鑑
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

●
申
込
・
問
合
先
　
生
き
が
い
課
ふ
れ
あ
い
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
１
）
ま
で
。 

岩倉市まちづくりカレンダー作成委員を募集します 
　岩倉市では、まちづくりの合言葉である「岩倉市民憲章」を取り入れたカレンダー「四季彩」を
毎年作成しています。来年分の作成にあたって、市民の皆さんからご意見をいただくため、委員を
募集します。 
●応募資格　カレンダー作成に熱意を持って取り組んでいただける人 
●募集人数　８人（応募者が多数の場合は調整） 
●募集期限　４月１５日（金） 
●委員の仕事　１２月に配布する予定でカレンダー作成を進めて 
いただきますが、それまでの期間に１０回程度会議を開き、ご意 
見をいただきます。 
●任　期　平成１８年のカレンダーを作成するまで 
●その他　記念品をお渡しします。 
●応募・問合先　企画課広報広聴係（☎３８―５８０２）まで。 

平成17年4月1日 12
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び
下
肢
）
を
お
持
ち
で
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い

け
で
生
活
し
て
い
る
家
庭
に
対
し
て
、
地
震
な
ど

●
対
象
者
　
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
人
、
過
去

（
☎
３
８
―
５
８
１
１
）
ま
で
。 

岩倉市の高齢者福祉事業 

内　　　　　　　　　　容 事　　業　　名 

安否確認等を目的に毎日（隔日）牛乳等を配達します。 ひとり暮らし老人 
牛乳等無料配達 

ひとり暮らしの高齢者を訪問し、身体、生活等の状況把握を 
行うとともに、年２回果物などを配布します。 

ひとり暮らし老人 
ふれあい訪問 

聞き取り調査で承認された人を対象に健康保持、安否確認 
等を目的に週２回昼食を提供します。 

ひとり暮らし老人 
給食サービス 

聞き取り調査で承認された人を対象に月曜日から金曜日 
まで夕食を配達します（年末年始、祝日を除く）。 

生活支援型 
給食サービス 

火災・ガスセンサー等を併用した緊急通報電話を設置し、急病・ 
火災・ガス漏れ発生時に速やかに救助の手段を講じます。 

緊急通報システム 
設置 

電話を引くことができない老人に電話を設置します 
（設置工事費、毎月の基本料金を公費で負担）。 

福祉電話設置 

対象者の使用する寝具を回収し、丸洗乾燥（年３回）、乾燥 
（年３回）を行います（隔月実施）。 

寝具丸洗・乾燥 

介護保険要介護認定で「自立」と判定された人に介護保険法 
の在宅サービスに替わるホームヘルプサービスを提供します。 

ホームヘルプサービス 

介護保険要介護認定で「自立」と判定された人に介護保険法 
の在宅サービスに替わるショートステイを提供します。 

ショートステイ 

介護保険要介護認定で「自立」と判定された人に介護保険法 
の在宅サービスに替わるデイサービスを提供します。 

デイサービス 

ねたきり老人等を介護している人に手当を支給します 
（月額５，０００円）。 

ねたきり老人等介護者 
手当 

電磁調理器等の用品を給付します。 老人日常生活用具給付 

理容師が対象者宅を訪問し理髪を行います（年６回実施）。 ねたきり老人無料理髪 

在宅で介護をしている人に介護用品（紙おむつ）を支給します。 紙おむつ支給 

高齢者および障害者に医療機関への通院や公的機関での 
諸手続きなどに移送サービスを行います。 

外出支援サービス 

高齢者の日常生活において社会活動が容易にできるよう、 
タクシー利用時の基本料金と迎車料金を助成します。 

すこやかタクシー 
料金助成 

通常の車での移動が困難なねたきり老人等にリフトタクシー利用 
チケットを交付し、料金の半額（上限５，０００円）を助成します。 

リフトタクシー 
料金助成 

公衆浴場の無料入浴 市内の公衆浴場を月に１回無料で利用できる入浴券を交付します。 

家具転倒防止器具 
取付 

地震などによる家具の転倒を防ぐため家具転倒防止器具 
を取り付けます。 

介護サービス利用料を助成します。 老齢福祉年金受給者 
福祉助成金 

ホームヘルパー養成 
研修受講料助成 

高齢者を介護している人、過去に高齢者を介護した経験の 
ある人に対しホームヘルパー２級課程の受講料の３分の１ 
（上限２万円）を助成します。 

徘徊高齢者家族支援 
サービス 

徘徊行動のある高齢者を介護している家族を対象に、受信 
用ＰＨＳを身に付けることで、徘徊した高齢者を検索し、 
位置を確認するものです。 

家族介護者慰労金助成 在宅で介護している人で１年間介護保険のサービスを受け 
ない家族を対象に、介護慰労金を支給します。 

高齢者住宅改善費 
助成 

高齢者等賃貸住宅 
住み替え助成 

住宅改善等に要する経費を助成します（上限５０万円）。 

高齢者等の世帯が、優良賃貸住宅または、これに準ずる住み 
替えをする場合、引っ越しにかかる費用の半額（上限２０万円） 
を助成します。 

養護老人ホーム 
入所措置 

身体的には自立可能だが、家庭環境、経済的理由により家庭で 
生活することが困難な人を養護老人ホームへ入所措置します。 

　なお、ひとり暮らし老人、ねたきり老人、認知症老人は、それぞれ認定が必要になります。また、高齢者夫婦世帯とは夫婦ともに７５歳以上の世帯となります。 
詳しくは、生きがい課（☎３８－５８１１）までお問い合わせください。 

ひとり 
暮らし 
老　人 

高齢者 
夫　婦 
世　帯 

６５歳 
以上 

ねたき 
り老人 

認知症 
老 人 

要介護 
要支援 
認　定 

要介護 
認　定 
（自立） 

備　考 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

夫婦ともに 
７０歳以上 ○ 

○ 

課税状況に 
より有料 
１食 
３５０円 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

所得要 
件あり 

課税状況に 
より有料 
課税状況に 
より有料 
課税状況に 
より有料 
施設入所 
者除く 
課税状況に 
より有料 

○ 

○ 

○ ○ 

要介護４・５ 

要介護４・５ 

○ 

非課税世帯 

非課税世帯 

８５歳以 
上の人 

○ 

○ 

○ 

老齢福祉年 
金受給者で 
非課税世帯 

非課税世帯 

生計中心者 
の課税状況 
要件あり 

所得要 
件あり 

１か月 
５３０円 

本人・扶養 
義務者に負 
担金あり 

はいかい 
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４
月
１
日
か
ら
中
央
町
、
大
地
新
町
の
一
部
の

区
域
で
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

　
区
域
内
の
人
は
、
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
（
排

水
設
備
工
事
）
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
浄
化
槽
を
お
使
い
の
場
合
は
、
速
や
か
に
公
共

下
水
道
へ
の
接
続
工
事
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。 

　
く
み
取
り
便
所
を
お
使
い
の
場
合
は
、
３
年
以

内
に
水
洗
便
所
に
改
造
し
、
公
共
下
水
道
へ
の
接

続
工
事
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、
す
で
に
下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域
内

の
人
で
、
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
を
し
て
い
な
い

場
合
は
、
速
や
か
に
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

●
受
益
者
負
担
金 

　
下
水
道
整
備
区
域
内
に
土
地
を
所
有
し
て
い
る

人
は
、
負
担
金
が
賦
課
さ
れ
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
そ
の
土
地
が
、
地
上
権
、
質
権
、
使

用
貸
借
ま
た
は
、
賃
貸
借
に
よ
る
権
利
が
あ
る
場

合
は
、
そ
の
権
利
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
対
象 

地
域
の
皆
さ
ん
へ
下
水
道
受
益
者
申
告
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

●
工
事
は
指
定
工
事
店
で 

　
排
水
設
備
工
事
や
ト
イ
レ
の
水
洗
化
工
事
は
、

市
が
指
定
し
た
工
事
店
で
な
け
れ
ば
施
工
で
き
ま

せ
ん
。
表
の
「
指
定
工
事
店
」
か
ら
選
ん
で
工
事

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
排
水
設
備
工
事
費
の
融
資
を
あ
っ
せ
ん 

　
下
水
道
の
排
水
設
備
の
設
置
に
は
、
次
の
改
造

資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
（
無
利
子
）
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
人
は
指
定
工
事
店
を
通
し

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

　
た
だ
し
、
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
３
年
以
内
に
行
う
工
事
が
対
象
と
な
り
ま

す
。 

★
く
み
取
り
便
所
を
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
す
る
工

事
…
６０
万
円
以
内
（
便
槽
が
１
か
所
増
す
ご
と
に

３０
万
円
以
内
を
加
算
） 

★
浄
化
槽
を
廃
止
す
る
工
事
…
３０
万
円
以
内
（
浄

化
槽
が
１
か
所
増
す
ご
と
に
、
１５
万
円
以
内
を
加

算
） 

●
問
合
先
　
下
水
道
課
計
画
管
理
係
（
☎
３
８
―

５
８
１
５
）
ま
で
。
　 

４
月
１
日
か
ら 

下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域 

が
広
が
り
ま
す 

１７年度から使用できる区域 
凡例 

１８年度使用予定区域 
１９年度使用予定区域 
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岩倉市下水道排水設備指定工事店一覧 （平成１７年３月１日現在） 

指定工事店名 

（有）新井工業 

住　　　所 

新柳町２－５６ 
電話番号 

３７－０３５３、３８－０２０４ 
西市町西市２６メゾンサクライ１０２号 ３７－３４４１ 

伊藤水道工業（株）岩倉支店 中本町古市場５３－３ ３７－１３４５ 
井戸惣工業（株）　 江南市東野町郷前西１１ ５６－２４７２ 

一宮市桜１－１７－１０ ０５８６－７２－７７１２ 
小牧市若草町１０ ０５６８－７５－０８４８ 
中本町西出口１ ６６－５１０８ 

中央町３－１５ ３７－４８３４ 

江南市高屋町大門９９－２ ５５－９０４１ 

栗本土木（株）　 八剱町１７２１－１ 

一宮市泉１－２－７ 

一宮市丹陽町九日市場字中田１６１ 

０５８６－７２－８５６１ 

０５８６－８１－５６５０ 

６６－３３３３ 

後藤設備 
大府市共西町７－３６０ ０５６２－４８－３３４４ （株）光栄設備 

神野町川添１６－２ ３７－５８２３ 

桜井工業（株）　 
サカイ技研（株）一宮工場 

西市町西野々２０ ３７－２２０５ 
小牧市小木５－４３６ ０５６８－７３－４１９１ 
西春日井郡師勝町大字六ツ師字松葉１１５ ０５６８－２２－５７２６ 
江南市古知野町熱田２０ ５４－０５００ 

昭和土建（株）岩倉支店 大地新町１－８４ ３７－６６２５ 
西市町新田１９ ６６－２１９１ 

関戸工業（株）　 西市町桝東１０－２ ６６－６３３６ 
中本町南白山１－１５ ６６－３３２１ 
西春日井郡西春町大字西之保字青野２４ ０５６８－２２－８２１９ 

大興建設（株）岩倉支店 新柳町１－２７ ６６－０７９２ 
名古屋市西区五才美町１９５－２ ０５２－５０４－６１８０ 

竹内建築（株） 東町長山１８－１ ６６－２１１８ 
本町宮東２８－２ ３７－２７３４ 

中日土木（株）岩倉支店 八剱町６６－１ ６６－７７５８ 
中部オーケー商事（株）　 名古屋市名東区植園町１－４１植園１０１号 ０５２－７０１－９７４４ 
（有）富田設備 名古屋市守山区新守西２００３ ０５２－７９１－４６７６ 
（株）永井組岩倉支店 曽野町中街道６１７－１ ６６－６４００ 
永井建設工業（株）岩倉支店 北島町１３４８ ６６－７８４０ 
（有）永田設備工業 一宮市今伊勢町宮後字東茶原４２－５ ０５８６－４６－２８８８ 
（株）丹羽組 神野町縄境７ ３７－７０００ 
（株）丹羽工務店 大市場町郷廻２３４ ６６－０５５０ 
（株）長谷川組 稲荷町羽根１２－６ ６６－５２２９ 
（有）八信建設 八剱町樋口１７－１ ３７－３９６２ 
ハヤカワ工業（株）　 一宮市桜２－２－１０ ０５８６－７１－４４７５ 
（有）日野設備 一宮市緑３－６－１ ０５８６－２４－２４５１ 
船橋設備（株） 一宮市下沼町２－２１－３ ０５８６－７１－３００２ 
（株）間瀬設備工業 旭町２－３９－２ ３７－５７６７ 

明生工業 

大市場町順喜２７－１ ６６－１１６８ 

御幸建設（株）岩倉支店 本町上郷前１９－３ 
名古屋市名東区一社３－９７－１ 

江南市宮後町砂場東２７３ 

０５２－７８２－２２６０ 

５４－０２２７ 

６６－７０１３ 

一宮市大字春明字山前７０－１６ ０５８６－７６－２９３５ 

野寄町７４ ３７－３６６６ 
（有）ユタカ設備 下本町西沼７０－２ ６６－１８６０ 
（株）吉田冷暖房工業所 名古屋市北区六が池町５６６ ０５２－９０１－４４７６ 
（株）渡邊組岩倉支店 石仏町たり４５ ６６－６４６２ 

（株）イチテック岩倉支店 

（株）江口組 

（株）大崎工務店岩倉支店 
海部郡蟹江町学戸４－６ ０５６７－９５－８６８３ （有）岡田工業 

豊田市吉原町鶴喰６８ ０５６５－５４－１７４６ （株）エスケーシー 

（株）小川工業 
名古屋市千種区高見１－１８－９ ０５２－７５１－２００４ 協立設備工業（株） 

（株）佐藤水工社 

（株）ジェーケー・サービス 

（株）大栄企業 

（株）タテビシ 

（株）松本工務店 

（株）ヤジマ 

（有）今井工業所 
（有）内田水道設備工事店 

（有）小森管工 

（有）佐藤設備 

（有）関戸建設 

（有）大永設備 

（有）ダイワ設備 

（株）三学エンジニア 

（有）山本建設 
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窓
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地
域
の
皆
さ
ん
へ
下
水
道
受
益
者
申
告
書
を
送
付

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

 

５
８

５
）
ま
で

　 

       

　
介
護
保
険
の
第
１
号
被
保
険
者
で
あ
る
６５
歳
以

上
の
人
の
平
成
１７
年
度
の
保
険
料
額
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
（
保
険
料
額
は
、
表
の
と
お
り
で

す
）
。 

　
年
金
か
ら
保
険
料
が
引
か
れ
る
特
別
徴
収
の
人

に
は
「
仮
徴
収
額
特
別
徴
収
の
お
知
ら
せ
」
を
、

ま
た
、
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
の
窓
口
や
口
座
振

替
で
納
め
て
い
た
だ
く
普
通
徴
収
の
人
に
は
「
納

入
通
知
書
（
仮
徴
収
額
通
知
書
）
」
を
４
月
上
旬

に
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
な
お
、
保
険
料
額
を
算
定
す
る
基
礎
と
な
る
平

成
１６
年
中
の
所
得
金
額
な
ど
が
確
定
し
て
い
な
い

た
め
、
ご
案
内
す
る
保
険
料
額
は
仮
徴
収
（
４
月

か
ら
７
月
ま
で
）
の
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前
年

度
所
得
金
額
の
確
定
後
、
本
徴
収
額
お
よ
び
月
別

の
納
付
額
に
つ
い
て
は
、
８
月
上
旬
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。 

●
問
合
先
　
生
き
が
い
課
介
護
保
険
係
（
☎
３
８

―
５
８
１
１
）
ま
で
。 

平
成
１７
年
度 

第
１
号
被
保
険
者
の
介
護
保 

険
料
を
お
知
ら
せ
し
ま
す 

平成１７年度の所得段階別介護保険料 

特別徴収の保険料月額 

普通徴収の保険料月額 

※特別徴収は４・６・８月を仮徴収期間とし、前年度の２月に差し引かれた保険料額と同額を差し引くこととさ 
れています（介護保険法第１４０条）。したがって、上の月別の保険料額は一般的なパターンを説明したもので、 
実際にはさまざまなパターンがあります。 

※普通徴収も年度途中に資格取得した場合や所得段階の変更などがあったときは上記のとおりにはなりません。 
※普通徴収の仮徴収額の算出方法 
　①前年度の保険料額を１２（納期の数）で割り、円未満を切り捨てる。 
　②①で算出された金額に４（仮徴収期間の納期数）をかけて、１００円未満を切り捨てた額が仮徴収額となる。 
　③②で算出された金額を４で割って、１００円未満を切り捨てた額を５～７月の各月の徴収額とする。 
　④②で算出された金額から５～７月の保険料額の合計を引き、４月の徴収額とする。 
※本徴収額は特別徴収・普通徴収とも、年間の保険料額から仮徴収額を差し引き、納期数で割った金額です（１００円未満の端数は最初の納期に徴収）。 

（単位：円） 

（単位：円） 

第１号被保険者保険料基準額（月額） 

所得段階 

第１段階 

第１段階 

所得段階 仮徴収額 ４月 

５,８００ 

５月 

１,６００ 

６月 

１,４００ 

７月 本徴収額 ８月 

１１,６００ 

９月 

１,８００ 

１０月 

１,４００ 

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 

１７,４００ 

第２段階 ８,７００ ２,４００ ２,１００ １７,５００ ２,８００ ２,１００ ２６,２００ 

第３段階 １１,６００ ２,９００ ２,９００ ２３,３００ ３,０００ ２,９００ ３４,９００ 

第４段階 １４,５００ ３,７００ ３,６００ ２９,２００ ４,０００ ３,６００ ４３,７００ 

第５段階 １７,４００ 

第１段階 

所得段階 仮徴収額 

７,８００ 

第２段階 １１,７００ 

第３段階 １５,６００ 

第４段階 １９,５００ 

第５段階 ２３,７００ 

４月 ６月 

２,６００ 

５,２００ 

８月 

３,９００ 

６,５００ 

７,９００ 

２,６００ 

５,２００ 

３,９００ 

６,５００ 

７,９００ 

２,６００ 

５,２００ 

３,９００ 

６,５００ 

７,９００ 

９,６００ 

１９,３００ 

本徴収額 

１４,５００ 

２４,２００ 

２８,７００ 

１０月 １２月 

３,２００ 

６,４００ 

２月 

４,８００ 

８,０００ 

９,５００ 

３,２００ 

６,４００ 

４,８００ 

８,０００ 

９,５００ 

３,２００ 

６,５００ 

４,９００ 

８,２００ 

９,７００ 

１７,４００ 

３４,９００ 

計 

２６,２００ 

４３,７００ 

５２,４００ 

４,５００ ４,３００ 

１,４００ 

２,１００ 

２,９００ 

３,６００ 

４,３００ 

１,４００ 

２,１００ 

２,９００ 

３,６００ 

４,３００ ３５,０００ ４,９００ ４,３００ 

１,４００ 

２,１００ 

２,９００ 

３,６００ 

４,３００ 

１,４００ 

２,１００ 

２,９００ 

３,６００ 

４,３００ 

１,４００ 

２,１００ 

２,９００ 

３,６００ 

４,３００ 

１,４００ 

２,１００ 

２,９００ 

３,６００ 

４,３００ 

１,４００ 

２,１００ 

２,９００ 

３,６００ 

４,３００ 

１,４００ 

２,１００ 

２,９００ 

３,６００ 

４,３００ ５２,４００ 

・老齢福祉年金受給者でその属する世帯全員が市民税非課税の人 
・生活保護を受給している人 

対　象　者 保険料年額 

２,９１６円 

１７,４００円 

第３段階 ・本人が市民税非課税の人 ３４,９００円 

第２段階 ・世帯全員が市民税非課税の人 ２６,２００円 

第５段階 ・本人に市民税が課税されていて、合計所得が２００万円以上の人 ５２,４００円 

第４段階 ・本人に市民税が課税されていて、合計所得が２００万円未満の人 ４３,７００円 

　わが国では、死因の３割ががんによるもので、およそ３人に１人ががんで死亡している現
状です。がんの一次予防のポイントは正しい食習慣と禁煙です。特に日常の食生活とがんは
密接な関係があります。毎日の食生活をはじめとする生活習慣を見直し、がん予防に取り組
んでみませんか。 
●と　き　４月２２日（金）午前９時３０分～正午 
●ところ　保健センター２階栄養指導室 
●内　容　話「がんを予防するための食生活」・調理実習 
●対　象　がん予防に関心のある人（男女は問いません）　　　 
●定　員　２５人（先着順） 
●持ち物　エプロン 
●申込方法　４月４日（月）から保健センターで受け付けます（電話可）。 
●問合先　保健センター（☎３７―３５１１）まで。 

がん予防のための栄養教室を開催します 
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狂
犬
病
と
は
？ 

　
狂
犬
病
は
、
神
経
が
侵
さ
れ
る
病
気
で
、
人
は

も
ち
ろ
ん
猫
、
キ
ツ
ネ
、
牛
、
馬
な
ど
の
温
血
動

物
す
べ
て
に
感
染
す
る
不
治
の
病
で
す
。 

　
日
本
で
は
昭
和
３２
年
以
来
、
狂
犬
病
の
発
生
を

見
て
い
ま
せ
ん
が
、
外
国
で
は
、
毎
年
１
万
頭
か

ら
２
万
頭
の
狂
犬
病
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
海
外

と
の
交
流
が
容
易
に
な
っ
た
昨
今
、
日
本
が
狂
犬

病
の
ウ
イ
ル
ス
で
汚
染
さ
れ
る
危
険
性
は
十
分
考

え
ら
れ
ま
す
。 

　
狂
犬
病
に
は
有
効
な
治
療
法
が
な
い
た
め
感
染

し
な
い
よ
う
に
免
疫
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

日
本
で
は
「
狂
犬
病
予
防
法
」
に
よ
り
飼
犬
に
狂

犬
病
予
防
注
射
を
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
生
後
９０
日
を
過
ぎ
た
ら
必
ず
犬
の
登
録

と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
し
て
く
だ
さ
い
。
狂
犬
病

予
防
注
射
は
、
そ
の
後
も
毎
年
１
回
必
ず
受
け
て

く
だ
さ
い
。 

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
行
い
ま
す 

　
岩
倉
市
で
は
、
表
の
と
お
り
狂
犬
病
予
防
集
合

注
射
を
行
い
ま
す
。
日
時
を
確
認
の
う
え
、
最
寄

り
の
会
場
で
お
受
け
く
だ
さ
い
。 

　
す
で
に
登
録
を
済
ま
せ
て
い
る
飼
養
者
に
は
、

「
狂
犬
病
予
防
注
射
の
お
知
ら
せ
」
は
が
き
が
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
注
射
会
場
に
必
ず
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
記
載
内
容
に
誤
記
、
変
更
等
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
そ
の
内
容
を
訂
正
の
う
え
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
問
診
票
は
飼
養
者
が
必
ず
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。 

　
注
射
料
金
は
１
頭
３
千
３
０
０
円
で
す
（
内
訳

…
注
射
料
金
２
千
７
５
０
円
、
注
射
済
票
交
付
料

５
５
０
円
）
。
登
録
さ
れ
て
い
な
い
犬
は
別
途
登

録
手
数
料
３
千
円
が
必
要
で
す
。
お
つ
り
の
要
ら

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

　
事
故
防
止
の
た
め
、
会
場
へ
は
飼
犬
を
制
御
で

き
る
人
が
お
連
れ
く
だ
さ
い
。 

　
犬
の
ふ
ん
は
飼
養
者
が
責
任
を
持
っ
て
始
末
し

て
く
だ
さ
い
。 

★
個
別
に
動
物
病
院
で
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け

ら
れ
た
場
合
は
注
射
済
票
の
交
付
が
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
獣
医
師
発

行
の
「
狂
犬
病
予
防
注
射
済
証
明
書
」
を
お
持
ち

に
な
り
環
境
保
全
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
（
注
射

済
票
交
付
料
５
５
０
円
が
必
要
で
す
）
。
ま
た
、

病
気
や
高
齢
な
ど
の
理
由
で
予
防
注
射
が
受
け
ら

れ
な
い
と
き
は
、
獣
医
師
発
行
の
「
狂
犬
病
予
防

注
射
猶
予
証
明
書
」
を
環
境
保
全
課
へ
ご
提
出
く

だ
さ
い
。 

★
登
録
後
、
犬
が
死
亡
し
た
り
、
犬
の
所
在
地
や

飼
養
者
な
ど
が
変
わ
っ
て
い
た
り
す
る
場
合
は
、

手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
環
境
保
全
課
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境
啓
発
係
（
☎
３
８

―
５
８
０
８
）
ま
で
。 

       

　
こ
れ
ま
で
、所
得
が
一
定
額
以
上
の
世
帯
主（
親

な
ど
）
と
同
居
し
て
い
る
た
め
に
、
国
民
年
金
保

険
料
の
免
除
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
２０
歳
代
の

人
に
つ
い
て
、
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
が
４
月
か

ら
始
ま
り
ま
す
。 

　
本
人
（
配
偶
者
を
含
む
）
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
が
猶
予
さ
れ
ま

す
。 

　
も
し
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が

生
じ
た
と
き
、
そ
の
月
の
前
々
月
以
前
の
一
年
間

に
保
険
料
滞
納
が
あ
る
と
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

年
金
が
受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
制
度
の
承
認
を
受
け
て
い
る
期
間
は
、
滞
納
の

扱
い
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
万
一
の
時
に
も
安
心

で
す
。 

　
ま
た
、
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た

め
に
、
そ
の
後
１０
年
間
の
う
ち
に
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
２
年
以
上
経

過
し
た
後
の
保
険
料
に
は
一
定
の
加
算
が
つ
き
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

●
対
象
者
　
２０
歳
代
の
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

者
（
３０
歳
到
達
月
の
前
月
ま
で
申
請
可
能
） 

●
承
認
期
間
　
７
月
〜
翌
年
６
月
（
初
年
度
は
、

平
成
１７
年
４
月
〜
平
成
１８
年
６
月
） 

狂
犬
病
予
防
注
射
を 

受
け
ま
し
ょ
う 

２０
歳
代
の
国
民
年
金
保
険
料 

が
猶
予
さ
れ
ま
す 

狂犬病予防注射日程 表  

と　き ところ 時　間 

４月１１日（月） 

４月１２日（火） 

４月１３日（水） 

４月１４日（木） 

４月１５日（金） 

４月２７日（水） 

八剱会館 午後１：００～１：４０ 

石仏会館 午後２：００～２：４０ 

大矢公園（栄町） 午後３：００～３：３０ 

午後１：００～１：４０ 

午後２：００～２：４０ 

午後３：００～３：３０ 

午後１：００～１：４０ 

午後２：００～２：４０ 

午後３：００～３：３０ 

午後１：００～１：４０ 

午後２：００～２：４０ 

午後３：００～３：３０ 

午後１：００～１：４０ 

午後２：００～２：４０ 

午後３：００～３：３０ 

午後１：００～１：４０ 

午後２：００～２：４０ 

午後３：００～３：３０ 

北島町公会堂 

野寄町公会堂 

西市町新いづみ公園 

下本町神明生田神社 

稲荷町稲荷社 

曽野町公会堂 

東町会館 

大上市場会館 

川井町白山社 

大地町坂折社 

大山寺町生田明神社 

大市場町公会堂 

八剱会館 

稲荷町稲荷社 

下本町神明生田神社 
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※
承
認
さ
れ
れ
ば
期
間
の
始
期
ま
で
さ
か
の
ぼ
り

ま
す
。
た
だ
し
、
失
業
や
災
害
な
ど
の
理
由
に
よ

る
と
き
は
、
そ
の
事
由
が
発
生
し
た
前
月
か
ら
承

認
さ
れ
ま
す
。 

　 

●
申
請
・
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
市
民
窓
口
係
年

金
担
当
（
☎
３
８
―
５
８
０
７
）
ま
で
。 

～数字から　明日の日本を　夢デザイン～ ～数字から　明日の日本を　夢デザイン～ 

　５年に１度行われる国勢調

査が、平成１７年１０月１日

に全国一斉に実施されます。 

　調査は、９月下旬に国勢調

査員が各世帯を訪問して調査

票を配布し、世帯で調査票に

記入していただいた後、１０

月上旬までの間に調査員が集めるという方法になります。 

●募集人数　２５０人（定員になりしだい締め切ります） 

●応募資格　次のすべての要件を満たす人 

①年齢が２０歳以上の人 

②税務および警察などの事務に直接関係がない人 

③公職の候補者の選挙活動に直接関係がない人 

④健康で調査を円滑に実施できる人 

●調査員の仕事 

①調査員事務説明会（８月下旬）への出席 

②担当調査区の確認 

③調査票の配布と回収（９月下旬～１０月上旬） 

※調査世帯の生活スタイルに合わせ、夜間に訪問するこ

ともあります。 

④調査票の点検と提出など 

●調査員の身分　非常勤の国家公務員として総務大臣か

ら任命（８月下旬～１０月中旬）されます（実際の調査

等に従事していただく期間は３週間程度です）。 

●調査員の報酬（国の基準によります）　１調査区当た

り約４万円程度（調査件数により増減があります） 

●応募方法　はがきに住所・氏名・生年月日・年齢・職

業・電話番号・調査時の移動手段（自動車・バイク・自

転車・徒歩）を記入のうえ、４月２８日（木）（消印有

効）までに、企画課「国勢調査調査員募集」係（〒４８

２―８６８６住所不要）へ郵送するか、企画課で配布す

る所定の用紙に記入のうえ提出してください（電話申し

込み不可）。 

●その他　担当していただく調査区数は１調査区または、

２調査区です。 

※１調査区の世帯数は約６０世帯です。 

●問合先　企画課企画係（☎３８―５８０２）まで。 

平成１７年国勢調査の調査員を募集します 平成１７年国勢調査の調査員を募集します 

―小学校新入学児の保護者の皆様へ― 

　お子さまのご入学おめでとうございます。いよいよ義務教育９か年の第一歩が始まります。 

　学校では、日常の学校生活や体験的な活動や学校行事を通して、子ども同士が刺激し合い、

高め合いながら、担任のきめ細く温かい指導のなかで、満足感や成就感を味わわせ、子ども

の健全な成長を願い指導しています。お子さまにとっては、入学後しばらくは緊張が続くこ

とと思われます。保護者の皆様には、お子さまを励ましていただくとともに、長い目で見守

ってくださることをお願いいたします。 

※教育に関する相談を、毎週火曜日の午後１時から４時まで「くすのき

の家」２階の適応指導教室「おおくす」（☎３８―０３００）で行って

います。 

「ことばの教室」開設のお知らせ 

　吃音（発音が不自由）や構音障害（発音が不明瞭）などのお子さまの

言葉の障害で悩んでいませんか。 

　平成１５年度より岩倉市内の小学校に「ことばの教室」を開設してい

ます。指導者が各学校を巡回して個別に正しい発声の指導・訓練を行い

ます。 

●申込方法　各小学校に申し込んでください。 

●問合先　学校教育課庶務係（☎３８―５８１８）まで。 

 

①基本的な生活習慣を身に付ける 
・あいさつや返事がきちんとできる 
・規則正しい生活ができる（早寝早起き） 
・衣服の着替えがきちんとできる　など 
②友達と仲良くできる 
・外で子ども同士で元気よく遊ぶ 
・人をたたいたり、けったりしない 
③お手伝いをする 
・自分でできることは、自分で行う 
・家族の一員として役割を持たせる 
 

家庭生活で身に付けてほしいこと 
  ―できたことをほめながら育てましょう― 
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●
市
政
の
窓
●
 

第９回 

結果 

第９回 

結果 
　３月６日（日）に行われた第９回いわくら五条川マラソンの結果

をお知らせします。 

　当日は、天候にも恵まれ青空の下、ゲストランナーの松尾和美さ

んを始め、福井県、滋賀県などから来た県外の参加者を含め２,３８３

人の皆さんが、早春の五条川などを駆け抜け、気持ち良い汗を流し

ました。 

順位　 記録　　　  氏名　　　　所属（住所） 

 １　３２分００秒　清水　博也　弥富高校（江南市） 

 ２　３２分１６秒　掛布　　晃　愛知産業大学工業高校（江南市） 

 ３　３２分１７秒　杉山　純一　明治チューインガム（西枇杷島町） 

 ４　３３分５５秒　木崎　　佳　春日台クラブ（名古屋市） 

 ５　３４分４１秒　服部　智行　名古屋市役所（小牧市） 

１０㌔女子４０歳未満 
順位　 記録　　　  氏名　　　　所属（住所） 

 １　３６分５２秒　丹羽　照美　三菱電機（名古屋市） 

 ２　３６分５２秒　青戸　敦子　栄クリニック（名古屋市） 

 ３　３７分３３秒　近藤　幸恵　中京女子大学附属高校（名古屋市） 

 ４　４１分３７秒　井手　志保　（名古屋市） 

 ５　４１分４５秒　近藤　幸恵　（名古屋市） 

１０㌔女子４０歳以上 
順位　 記録　　　  氏名　　　　所属（住所） 

 １　３９分１３秒　永田　久子　名古屋学院クラブ（名古屋市） 

 ２　４０分３２秒　川野　清子　菊里クラブ（春日井市） 

 ３　４０分３６秒　渡辺たまき　（名古屋市） 

 ４　４１分５１秒　伊藤真知子　美女軍団（名古屋市） 

 ５　４２分４１秒　山田三枝子　稲沢走友会（稲沢市） 

１０㌔男子４０歳以上 

１０㌔男子４０歳未満 

順位　 記録　　　  氏名　　　　所属（住所） 

 １　３３分５６秒　大宮　和男　名古屋市役所（岩倉市） 

 ２　３４分２９秒　山口　幸三　（犬山市） 

 ３　３４分５７秒　横井　敬一　天白川走友会（弥富町） 

 ４　３５分１９秒　木崎　和男　名古屋市役所（名古屋市）　　 

 ５　３５分５９秒　中島　　誠　（岐阜県） 

 

 

 
 

 

まつ　お　かず　み 
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第第
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 ４
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１

順

 １

 ２

 ３

 ４

 ５

 

４㌔男子４０歳未満 
順位　 記録　　　  氏名　　　　所属（住所） 
 １　１３分００秒　池田　昌雄　内外カーボンインキ（名古屋市） 
 ２　１３分０８秒　伊藤　　優　名古屋市消防局（名古屋市） 
 ３　１３分１９秒　水野　嘉久　名古屋鉄道（海部郡佐屋町）　 
 ４　１３分２６秒　石橋　孝征　弥富高校（江南市） 
 ５　１３分３３秒　村瀬　　悠　名古屋市消防局（名古屋市） 

４㌔男子４０歳以上 
順位　 記録　　　  氏名　　　　所属（住所） 
 １　１４分０７秒　山田　　猛　（株）ハアーモニー（弥富町） 
 ２　１４分２４秒　永井　　恒　障害者日本一（静岡県） 
 ３　１４分４２秒　九日　敏弘　三菱重工冷熱（西枇杷島町） 
 ４　１５分１３秒　牧村　邦男　名古屋市役所走友会（名古屋市） 
 ５　１５分１６秒　下西　雅典　三菱重工名航（岩倉市） 

４㌔男子中学生 
順位　 記録　　　  氏名　　　　所属（住所） 
 １　１４分１３秒　大島　有平　東中（滋賀県） 
 ２　１４分２０秒　田中　賢人　小牧西中（小牧市） 
 ３　１４分３３秒　荻野　史大　古知野中（江南市） 
 ４　１４分３９秒　村川　知也　岩倉中（岩倉市） 
 ５　１５分００秒　林　　寛之　古知野中（江南市） 

４㌔女子４０歳未満 
順位　 記録　　　  氏名　　　　所属（住所） 
 １　１４分１２秒　村瀬　　直　中京女子大学附属高校（尾張旭市） 
 ２　１４分３３秒　伊藤由季子　　　　　〃　　　　　（名古屋市） 
 ３　１５分０１秒　和田真利那　　　　　〃　　　　　（岡崎市） 
 ４　１５分４１秒　立石　真弓　　　　　〃　　　　　（江南市）　 
 ５　１６分０２秒　池田　真奈　　　　　〃　　　　　（豊田市） 

４㌔女子４０歳以上 
順位　 記録　　　  氏名　　　　所属（住所） 
 １　１７分１０秒　林　　八重　大北歯科RC（名古屋市） 
 ２　１７分２３秒　杁本　国子　（岩倉市） 
 ３　１７分３０秒　小澤　清子　米米RT（小牧市） 
 ４　１７分３２秒　柴田　敏子　（三重県） 
 ５　１７分５７秒　竹村　文子　さざん走遊会（稲沢市） 

４㌔女子中学生 
順位　 記録　　　  氏名　　　　所属（住所） 
 １　１５分５０秒　石丸　泉稀　古知野中（江南市） 
 ２　１５分５６秒　石原　　芽　北部中（江南市） 
 ３　１６分０８秒　西川智恵美　不破中（岐阜県） 
 ４　１６分３３秒　掛布　里美　古知野中（江南市） 
 ５　１６分３４秒　鈴木　里菜　古知野中（江南市） 
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歯
周
病
の
隠
れ
た
危
険
因
子 

　
歯
周
病
。
そ
れ
は
歯
と
歯
肉
の
境
目
に
付

い
た
歯
こ
う
（
プ
ラ
ー
ク
）
の
中
の
細
菌
に

よ
っ
て
歯
肉
が
炎
症
を
起
こ
し
、
歯
を
支
え

て
い
る
骨
が
破
壊
さ
れ
て
い
く
病
気
で
、
以

前
は
歯
槽
膿
漏
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
歯
周
病
を
予
防
す
る
に
は
、
歯
こ
う
を
歯

ブ
ラ
シ
や
歯
間
ブ
ラ
シ
を
使
っ
て
機
械
的
に

取
り
除
く
プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
最
も

有
効
で
あ
る
こ
と
は
、
皆
さ
ん
よ
く
ご
存
知

の
通
り
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
こ
の
プ
ラ

ー
ク
以
外
に
重
大
な
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー（
危

険
因
子
）
が
あ
る
こ
と
が
徐
々
に
明
ら
か
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
タ
バ
コ
で
す
。 

タ
バ
コ
は
な
ぜ
悪
い
？ 

　
一
般
に
タ
バ
コ
を
吸
う
人
は
、
吸
わ
な
い

人
に
比
べ
３
倍
（
ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー
で
５

〜
６
倍
）
も
、
歯
周
病
に
か
か
り
や
す
く
、

ま
た
２
倍
も
多
く
歯
を
失
っ
て
い
る
と
い
う

報
告
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
喫
煙
本
数
と
比
例

し
て
歯
周
病
が
重
症
化
す
る
こ
と
も
分
か
っ

て
い
ま
す
。
で
は
ど
う
し
て
タ
バ
コ
が
歯
周

病
を
悪
化
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
？ 

●
ニ
コ
チ
ン
に
よ
る
血
流
阻
害
　
ニ
コ
チ
ン

の
血
管
収
縮
作
用
で
、
歯
肉
の
血
流
を
悪
く

し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
歯
肉
に
酸
素
や
栄
養

が
行
き
渡
ら
ず
、
抵
抗
力
が
弱
ま
り
、
歯
周

病
を
進
行
さ
せ
ま
す
。 

　
ま
た
、
歯
と
歯
肉
の
境
目
に
あ
る
溝
の
中

の
酸
素
が
不
足
し
、
酸
素
が
大
嫌
い
な
歯
周

病
菌
に
と
っ
て
繁
殖
し
や
す
い
環
境
を
作
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
侵
入
し
て
き
た
細
菌
と
戦

う
べ
き
免
疫
細
胞
た
ち
は
、
タ
バ
コ
の
ニ
コ

チ
ン
に
よ
り
血
管
が
収
縮
さ
れ
血
流
が
失
わ

れ
た
た
め
、
そ
の
防
御
す
べ
き
場
所
に
到
達

で
き
ま
せ
ん
。 

●
一
酸
化
炭
素
に
よ
る
酸
素
供
給
阻
害
　
タ

バ
コ
に
よ
っ
て
発
生
す
る
一
酸
化
酸
素
に
よ

っ
て
、
歯
肉
に
酸
素
や
栄
養
が
行
き
渡
ら
ず
、

抵
抗
力
が
弱
ま
り
、
歯
周
病
を
進
行
さ
せ
ま

す
。 

●
ニ
コ
チ
ン
や
一
酸
化
炭
素
に
よ
る
歯
肉
の
硬
化 

ニ
コ
チ
ン
や
一
酸
化
炭
素
に
よ
っ
て
、
歯
肉

が
繊
維
化
し
硬
く
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
て
く
る
た
め

に
、
歯
周
病
が
進
行
し
て
い
て
も
表
面
に
炎

症
が
現
れ
ず
出
血
な
ど
の
症
状
を
、
見
逃
し

て
し
ま
い
が
ち
に
な
り
ま
す
。 

●
白
血
球
の
活
動
を
抑
制
　
白
血
球
は
歯
周

病
菌
と
戦
い
、
退
治
す
る
役
目
を
持
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
タ
バ
コ
は
白
血
球
の
機
能
を

低
下
さ
せ
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、

歯
周
病
菌
に
対
す
る
歯
肉
の
防
御
機
能
が
低

下
し
て
、
歯
周
病
が
悪
化
し
や
す
く
な
り
ま

す
。 

　
逆
に
ニ
コ
チ
ン
が
歯
槽
骨
を
吸
収
す
る
破

骨
細
胞
自
身
を
活
性
化
さ
せ
、
よ
り
多
く
の

骨
を
失
わ
せ
る
よ
う
働
い
て
い
る
こ
と
が
解

っ
て
き
て
い
ま
す
。 

●
新
し
い
組
織
を
作
る
細
胞
の
増
殖
を
抑
制 

タ
バ
コ
は
歯
周
病
の
回
復
に
必
要
な
歯
肉
を

修
復
す
る
繊
維
芽
細
胞
の
増
殖
を
妨
げ
る
働

き
が
あ
り
ま
す
。 

●
唾
液
の
減
少
　
唾
液
は
タ
バ
コ
に
含
ま
れ

る
有
害
物
質
を
中
和
し
た
り
、
歯
周
病
菌
の

増
殖
を
抑
え
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
タ
バ
コ

に
よ
っ
て
唾
液
が
減
少
す
る
と
歯
周
病
が
悪

化
し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

●
免
疫
力
の
低
下
　
タ
バ
コ
の
中
の
有
害
物

質
に
よ
り
免
疫
力
は
衰
え
、
炎
症
症
状
が
で

な
い
ま
ま
歯
周
病
が
進
行
し
て
い
く
た
め
に
、

気
付
い
た
時
に
は
重
度
の
歯
周
病
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
免
疫

力
の
低
下
に
よ
り
、
治
療
し
て
も
症
状
が
改

善
し
に
く
く
な
り
ま
す
。 

　
歯
周
病
に
よ
り
そ
の
周
囲
の
骨
を
失
え
ば
、

歯
は
置
き
去
り
に
さ
れ
、
や
が
て
抜
け
落
ち

て
し
ま
い
ま
す
。
歯
周
病
の
怖
さ
は
こ
こ
に

あ
り
、
喫
煙
者
に
歯
を
失
う
人
が
多
い
の
も

こ
の
た
め
な
の
で
す
。 

　
タ
バ
コ
が
ガ
ン
・
心
臓
病
な
ど
全
身
疾
病

に
関
連
す
る
と
い
う
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
日
本
で
は

未
成
年
や
若
い
女
性
の
喫
煙
者
が
増
加
し
て

お
り
、
先
進
国
の
中
で
も
喫
煙
率
が
非
常
に

高
い
水
準
に
あ
る
の
が
現
状
で
す
。 

 

タ
バ
コ
と
歯
周
病 

　
　
　
そ
れ
で
も
タ
バ
コ
を
吸
い
ま
す
か
？ 

尾
北
歯
科
医
師
会
広
報
部 

健　康 
講　座 
健　康 
講　座 
健　康 
講　座 

知っておきたい 

 

し
　
し
ゅ
う 

し
　
そ
う
の
う
ろ
う 

し
　

そ
う
　

こ
つ 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
心
と
体
を
鍛
え
る 

岩
倉
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

 

　
岩
倉
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、

１０
人
の
メ
ン
バ
ー
が
五
条
川
小
学
校
の
体
育

館
で
毎
週
日
曜
日
の
午
後
１
時
３０
分
か
ら
２

時
間
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は

す
べ
て
女
の
子
で
、
元
気
に
楽
し
く
練
習
し

て
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
い
う
ス
ポ
ー

ツ
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
　
お
そ
ら
く
公

園
で
ビ
ニ
ー
ル
の
羽
根
を
ラ
ケ
ッ
ト
で
打
ち

合
う
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
的
な
も
の
を
想
像

さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、

実
際
は
、
水
鳥
の
羽
根
を
使
い
、
い
く
つ
も

の
打
ち
方
を
使
い
分
け
な
が
ら
、
コ
ー
ト
内

を
動
き
回
る
運
動
量
の
多
い
ス
ポ
ー
ツ
な
の

で
す
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
試
合
は
、
１
人
で

行
う
シ
ン
グ
ル
ス
と
２
人
が
ペ
ア
を
組
ん
で

行
う
ダ
ブ
ル
ス
が
あ
り
ま
す
。 

　
本
少
年
団
は
、
普
段
の
練
習
と
は
別
に
、

他
の
少
年
団
の
メ
ン
バ
ー
と
の
公
式
試
合
を
、

夏
に
ダ
ブ
ル
ス
で
、
秋
に
シ
ン
グ
ル
ス
で
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
試
合
を
通
し
て
、

勝
つ
こ
と
の
喜
び
や
楽
し
み
を
知
り
、
負
け No.13
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岩倉市国際交流協会 

「
共
に
生
き
る
」
を
目
指
し
て 

 

　
　
　
　
　
総
務
大
臣
表
彰
受
賞 

 

　
こ
れ
は
、
平
成
１４
年
３
月
、
岩
倉
市
国
際

交
流
協
会
が
発
行
し
た
１０
周
年
記
念
誌
の
タ

イ
ト
ル
で
す
。 

　
平
成
４
年
の
春
、
国
際
交
流
協
会
は
発
足

し
ま
し
た
。
当
時
は
全
国
的
に
外
国
人
就
労

者
の
数
が
急
増
し
、
岩
倉
市
で
も
日
系
ブ
ラ

ジ
ル
人
を
始
め
、
外
国
籍
の
住
民
が
一
気
に

増
え
て
い
ま
し
た
。
多
く
の
自
治
体
で
行
政

主
導
の
国
際
交
流
協
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た

が
、
岩
倉
市
で
は
市
民
に
よ
る
民
間
の
団
体

と
し
て
発
足
し
、
会
員
の
会
費
を
主
財
源
と

し
た
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
と
、
関
係
者
皆
様
の
ご
理
解
に

よ
り
、
今
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
協
会
独
自
の
事
業
だ
け
で
な
く
、

最
近
で
は「
中

学
生
海
外
派

遣
事
業
」
の

企
画
と
実
施

な
ど
の
よ
う

に
市
か
ら
事

業
を
委
託
さ

れ
る
な
ど
、

そ
の
実
績
が

認
め
ら
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。

国
際
交
流
協

会
が
こ
の
た

び
、
栄
え
あ
る
平
成
１６
年
度
総
務
大

臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。 

　
「
地
域
の
個
性
豊
か
な
発
想
を
活

か
し
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
積
極
的
に
展
開
し
、
地

域
づ
く
り
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た

自
治
体
も
し
く
は
団
体
」
と
し
て
、

国
際
化
部
門
で
の
受
賞
と
な
っ
た
の

で
す
。
　 

　
会
員
か
ら
の
会
費
を
中
心
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
、
在
住
の

外
国
人
へ
の
情
報
発
信
や
、
交
流
の

場
の
提
供
と
し
て
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入

れ
事
業
、
日
本
語
教
室
や
相
談
窓
口
の
開
設

な
ど
、
草
の
根
交
流
を
ベ
ー
ス
に
「
誰
も
が

同
じ
人
間
」
と
す
る
ス
タ
ン
ス
で
の
取
り
組

み
や
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
一
緒
に
参

加
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ピ
ナ
ト
ゥ
ボ
地
域
へ

の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
事
業
が

十
数
年
に
わ

た
っ
て
継
続

さ
れ
、
ユ
ニ

ー
ク
な
交
流

が
展
開
さ
れ

て
い
る
こ
と

が
大
き
く
評

価
さ
れ
た
の

で
す
。
こ
の

ピ
ナ
ト
ゥ
ボ
地
域
へ
の
訪
問「
人
に
会
う
旅
」

は
「
真
心
の
深
さ
に
感
動
す
る
」
と
特
に
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
３
月
の
末
に

１３
回
目
の
訪
問
団
を
送
り
ま
す
。 

　
「
国
際
交
流
」
か
ら
「
国
際
協
力
」
そ
し

て
「
多
文
化
共
生
」
へ
と
社
会
の
実
態
と
時

代
の
要
求
は
表
現
を
変
え
て
い
き
ま
す
。
で

も
、
そ
こ
を
貫
く
の
は
、
や
は
り
「
共
に
生

き
る
」
こ
と
で
あ
り
、
「
困
っ
た
と
き
は
お

互
い
様
」
の
精
神
で
す
。 

　
地
味
に
生
き
る
草
の
根
も
時
に
は
陽
の
目

を
見
る
こ
と
で
、
ま
た
強
く
根
を
張
れ
る
は

ず
で
す
。
こ
の
た
び
の
受
賞
を
機
に
、
国
際

交
流
協
会
は
ま
た
再
ス
タ
ー
ト
の
つ
も
り
で

ゆ
っ
く
り
と
、
で
も
着
実
な
歩
を
進
め
て
い

く
つ
も
り
で
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援

を
心
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。 

勝
つ
こ
と
の
喜
び
や
楽
し
み
を
知
り
、
負
け

る
こ
と
の
悔
し
さ
が
次
へ
の
目
標
と
な
っ
て

向
上
心
が
育
つ
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
シ
ン
グ
ル
ス
で
は
、
自
分
１
人
の

力
が
頼
り
と
な
る
た
め
、
自
己
を
鍛
え
る
力

が
、
ダ
ブ
ル
ス
で
は
２
人
が
協
力
し
合
う
た

め
、
協
調
性
が
育
つ
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。 

　
本
少
年
団
の
メ
ン
バ
ー
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
一
か
ら
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、

コ
ー
チ
一
同
も
子
ど
も
た
ち
の
心
と
体
の
成

長
と
、
仲
間
の
輪
を
広
げ
る
手
助
け
と
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

　
遊
び
で
経
験
さ
れ
て
い
る
人
も
多
く
、
親

し
み
や
す
い
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
い
う
ス
ポ
ー

ツ
に
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
コ

ー
チ
、
メ
ン
バ
ー
共
々
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

●
連
絡
先
　
中
山（
☎
３
８
―
０
２
５
２
）ま

で
。 

「
共
に
今
を
生
き
て
い
ま
す
」 
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●
国
民
健
康
保
険
税
納
付
書 

　
送
付 

  
　
平
成
１７
年
度
国
民
健
康
保
険
税（
納

期
は
年
１２
期
）
の
第
１
期
か
ら
第
４

期
分
ま
で
の
納
付
書
を
４
月
１５
日
　

に
送
付
し
ま
す
。 

　
今
回
送
付
し
ま
す
納
付
書
の
保
険

税
額
は
、
税
額
を
算
定
す
る
基
礎
と

な
る
前
年
所
得
金
額
が
確
定
し
て
い

な
い
た
め
、
第
１
期
か
ら
第
４
期
分

ま
で
の
合
計
は
前
年
度
保
険
税
額
の

１２
分
の
４
に
相
当
す
る
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
第
５
期
以
降
の
保
険
税
に
つ
い
て

は
前
年
所
得
金
額
な
ど
に
よ
り
算
定

し
た
年
税
額
か
ら
第
１
期
か
ら
第
４

期
分
を
差
し
引
い
た
額
を
、
各
納
期

に
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
保
険
税
は
、
国
や
市
か
ら
の
補
助

金
と
と
も
に
国
民
健
康
保
険
を
支
え

る
重
要
な
財
源
で
す
。
皆
さ
ん
が
病

気
や
ケ
ガ
を
さ
れ
た
と
き
の
医
療
費

を
始
め
出
産
育
児
一
時
金
、
葬
祭
費

な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。 

　
保
険
税
の
納
期
内
納
付
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
保
険
税
の
納
付
に
つ
い
て

は
、
便
利
な
口
座
振
替
制
度
が
あ
り

ま
す
。 

※
第
５
期
分
（
８
月
３１
日
納
期
限
）

か
ら
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

保
険
税
を
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
８
月
１
日
号
の
広

報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

▼
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保
険
医
療

係
（
☎
３
８
―
５
８
０
７
） 

  

●
特
別
障
害
給
付
金
制
度 

  

　
国
民
年
金
に
任
意
加
入
を
し
て
い

な
か
っ
た
た
め
に
障
害
基
礎
年
金
等

を
受
け
ら
れ
な
い
障
害
者
を
対
象
と

し
て
、
特
別
障
害
給
付
金
制
度
が
４

月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。 

▼
対
象
者
　
国
民
年
金
に
任
意
加
入

を
し
て
い
な
か
っ
た
期
間
内
に
初
診

日
が
あ
り
、
現
在
、
障
害
基
礎
年
金

の
１
級
、
２
級
相
当
の
障
害
に
該
当

す
る
人
。 

　
な
お
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
が
任

意
だ
っ
た
の
は
、
平
成
３
年
３
月
以

前
の
学
生
と
昭
和
６１
年
３
月
以
前
の

厚
生
年
金
・
共
済
組
合
な
ど
の
加
入

者
の
配
偶
者
で
す
。 

▼
支
給
額
　
１
級
…
月
額
５
万
円
、

２
級
…
月
額
４
万
円 

※
所
得
が
あ
る
人
や
老
齢
基
礎
年
金

な
ど
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
支
給

が
制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

▼
請
求
方
法
　
４
月
１
日
　
か
ら
請

求
を
市
民
窓
口
課
で
受
け
付
け
ま
す
。 

▼
申
請
に
必
要
な
も
の
　
請
求
者
と

配
偶
者
の
年
金
手
帳
ま
た
は
、
基
礎

年
金
番
号
通
知
書
、
請
求
書
（
社
会

保
険
庁
指
定
様
式
）
、
診
断
書
（
社

会
保
険
庁
指
定
様
式
）
な
ど 

※
指
定
様
式
は
、
市
役
所
に
あ
り
ま

す
。
申
請
前
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

▼
支
給
開
始
　
給
付
金
は
請
求
し
た

月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

請
求
が
遅
れ
た
場
合
、
さ
か
の
ぼ
っ

て
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
５
月
分

か
ら
受
け
取
る
た
め
に
は
４
月
中
に

請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。
障
害
認
定

に
必
要
な
添
付
書
類
が
す
べ
て
そ
ろ

わ
な
い
場
合
で
も
、
ま
ず
４
月
中
に

請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
障
害
認
定
に
は
、
過
去
の
状
況
を

確
認
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
非
常

に
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

支
給
の
決
定
ま
で
数
か
月
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。 

▼
申
請
・
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
市

民
窓
口
係
年
金
担
当
（
☎
３
８
―
５

８
０
７
） 

  

●
国
民
年
金
保
険
料
の 

　
口
座
振
替
割
引
制
度 

  

　
月
々
の
口
座
振
替
に
早
割
（
当
月

保
険
料
の
当
月
末
引
き
落
と
し
）
制

度
が
で
き
ま
し
た
。
通
常
の
口
座
振

替
は
、
当
月
保
険
料
の
翌
月
末
引
き

落
と
し
で
定
額
保
険
料
（
平
成
１７
年

度
は
１
万
３
千
５
８
０
円
）
で
す
が
、

早
割
に
す
る
と
４０
円
が
割
引
と
な
り

ま
す
。 

　
な
お
、
保
険
料
の
半
額
免
除
の
承

認
を
受
け
て
い
る
人
の
口
座
振
替
は
、

通
常
の
口
座
振
替
の
み
と
な
り
ま
す
。 

▼
申
込
方
法
　
金
融
機
関
（
郵
便
局

を
含
む
）
で
行
う
か
社
会
保
険
事
務

所
か
ら
口
座
振
替
の
申
込
用
紙
を
取

り
寄
せ
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
金
融
機
関
で
申
し
込
み
を
さ
れ
る

場
合
は
、
通
帳
と
銀
行
印
、
年
金
手

帳
ま
た
は
、
国
民
年
金
保
険
料
納
付

案
内
書
（
納
付
書
）
を
持
参
し
て
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
早
割
制
度
の
利
用
開
始
に
つ
い
て

は
、
申
し
込
み
の
際
に
金
融
機
関
や

社
会
保
険
事
務
所
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。 

▼
問
合
先
　
一
宮
社
会
保
険
事
務
所

（
☎
０
５
８
６
―
４
５
―
１
４
１
１

〒
４
９
１
―
８
５
０
３
一
宮
市
新
生

４
―
７
―
１３
） 

  

●
国
民
年
金
第
３
号
被
保 

　
険
者
の
特
例 

  

　
第
３
号
被
保
険
者
（
厚
生
年
金
保

険
な
ど
に
加
入
す
る
人
の
被
扶
養
配

偶
者
）
の
届
出
の
特
例
が
始
ま
り
ま

す
。 

　
こ
れ
ま
で
第
３
号
被
保
険
者
の
届

出
が
遅
れ
た
と
き
に
は
、
２
年
前
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
第
３
号
被
保
険
者

の
期
間
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以

前
の
期
間
は
「
保
険
料
未
納
の
取
り

暮らしのガイド 
問合先・岩倉市役所　　☎0587－66－1111（代表） 
ふれ愛コールいわくら　☎0587－38－1717 
市民の声FAX　　　　   　0587－38－2471 
E-mail         　　　　   koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp

（金） 

（金） 

★お詫びと訂正★  
　広報いわくら３月１５日号と同時に配布しました「いわくらMAP&GUIDE」の地図のスケールに誤りが 
ありました。謹んでお詫びいたします。（正しいスケール） 

マップ　 アンド　    ガイド 

０ ５００ １０００m

手続き 
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一宮社会保険事 務所  

ミニステージ 
　１階東玄関付近に位置する光あふれるステージです。少人数
のアンサンブルなどに向いています。また、ピアノ、マイクなど
の装備も備えています。 
　利用時間　土・日曜日 
★午後の部…午後１時～５時 
★夜間の部…午後５時～９時 
　ただし、第２日曜日、祝日および年末年始は休みです。 
　ジャンル　自由（ただし、カラオケは除きます） 
　舞台面積　約６㍍×３・５㍍ 
　設　　備　グランドピアノ、マイク（６本）、照明など（事前の
利用申請が必要です） 
市民ギャラリー 
　２階レストラン入口に面し、窓からは庭園も見渡せる明るいス
ペースです。展示ボードやピクチャーレールを完備しているた
め、絵画や書、写真などの作品展示に適しています。 
　利用期間　月～日曜日の７日間（搬入、搬出を含む） 
※利用状況により２週間単位での貸し出しもできる場合があります。 
※第２日曜日、祝日、年末および年始は休みです。また、第２日曜
日が最終日となる場合、土曜日までの利用となります。 
　利用時間　午前８時３０分～午後９時 
　ジャンル　市民の文化・芸術作品等の展示に限る。 
　展示面積　約２２㍍×５㍍ 
　設　　備　展示ボード（１８０㌢×９０㌢）２０枚、ピクチャーレー
ルなど 
【利用の申し込みについて】 
　利用を希望される人は、利用申請書を生涯学習課文化振興係
まで提出してください。 

　申込受付 
★４月受付開始…７～９月利用分 
★７月受付開始…１０～１２月利用分 
★１０月受付開始…１～３月利用分 
★１月受付開始…４～６月利用分 
　受付時間　月～金曜日午前９時～午後５時 
　受付場所　生涯学習課文化振興係 
※申込受付月の初日（閉庁の場合、直後の開庁日）の午前９時現在
で希望日時の重なる申請があった場合は抽選となります。 
【利用にあたっての注意事項】 
★ミニステージ・市民ギャラリーとも利用料は無料ですが、開催さ
れる行事は無料で一般市民に開放されるものに限ります。 
★市民ギャラリーの使用の際、監視者が必要な場合は主催者側で
用意してください。作品の破損、事故などについては責任を負いま
せん。 
★市民ギャラリーの利用期間には、作品の搬入・搬出を含みます。
なお、休業日（第２日曜日、祝日および年末年始）の搬入・搬出はで
きません。 
★ミニステージの利用時間にはセッティング、片付け、リハーサル
等の時間を含みます。なお、会場整理などは主催者側でお願いし
ます。 
★ミニステージは練習用に使用することはできません。 
★ミニステージ・市民ギャラリーとも、物品・チケットの販売・募金
などの行為を行うことはできません。 
★利用中の事故などについては責任を負いません。設備の破損等
があった場合、実費を請求させていただく場合があります。 
★申請の内容によってはご利用をお断りする場合があります。 
　問合先　生涯学習課文化振興係（☎３８―５８１９） 

　市役所には、市民の皆さんに利用していただけるミニステージとギャラリーがあります。休日のひととき、サークルや仲間同 
士でコンサートを開いてみてはいかがですか。皆さんのご利用をお待ちしています。 

市民スペースの利用を募集します  

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

求
を
市
民
窓
口
課
で
受
け
付
け
ま
す
。 

度
は
１
万
３
千
５
８
０
円
）
で
す
が
、

前
の
期
間
は
「
保
険
料
未
納
の
取
り

扱
い
」
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
平
成

１７
年
４
月
か
ら
は
、
特
例
の
届
出
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
２

年
以
上
前
の
期
間
も
第
３
号
被
保
険

者
期
間
と
し
て
取
り
扱
い
、
将
来
そ

の
分
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

　
な
お
、
３
月
ま
で
に
第
３
号
の
届

出
が
あ
り
、
「
保
険
料
未
納
の
取
り

扱
い
」
と
な
っ
て
い
る
と
社
会
保
険

庁
が
把
握
し
て
い
る
期
間
に
つ
い
て

は
、
あ
ら
た
め
て
特
例
の
届
出
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
該
当
す
る

人
に
つ
い
て
は
す
で
に
特
例
の
届
出

が
行
わ
れ
て
い
る
と
み
な
し
て
、
自

動
的
に
保
険
料
納
付
済
の
期
間
へ
の

変
更
が
行
わ
れ
、
社
会
保
険
庁
か
ら

４
月
下
旬
に
お
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ

ま
す
。 

　
ま
た
、
該
当
す
る
人
で
年
金
受
給

中
の
人
は
年
金
額
が
増
額
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
年
金
額
の

改
定
に
つ
い
て
も
、
社
会
保
険
庁
で

行
う
た
め
届
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。 

▼
持
ち
物 

ご
夫
婦
の
年
金
手
帳
、
本
人
の
課
税

証
明
書
（
該
当
す
る
年
度
の
も
の
で

発
行
可
能
な
も
の
）
、
戸
籍
謄
本
な

ど
が
必
要
で
す
。 

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
　 

▼
申
請
・
問
合
先
　
一
宮
社
会
保
険

事
務
所
（
☎
０
５
８
６
―
４
５
―
１

４
１
１
〒
４
９
１
―
８
５
０
３
一
宮

市
新
生
４
―
７
―
１３
） 

N

一
宮
駅 

一宮社会保険事務所 

真清田神社 

音羽１ 

松降 

本町 

裁判所前 

末広２ 

国道１５５号線 

一宮市役所 

公園公園 公園 

裁判所 
名
鉄 

Ｊ
Ｒ 

産
業 

　
体
育
館 

ス
ー
パ
ー 

豊
島
図
書
館
南 
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平
成
１７
年
度 

●
固
定
資
産
税
・
都
市
計

　
画
税
納
税
通
知
書
送
付 

  

　
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
納

税
通
知
書
（
納
付
書
・
課
税
明
細
書

添
付
）
を
４
月
１
日
　
に
発
送
し
ま

す
の
で
、
納
期
限
ま
で
の
納
付
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
課
税
明
細
書
は
、
平
成
１６

年
度
か
ら
納
税
通
知
書
に
添
付
し
て

い
ま
す
。
課
税
内
容
は
、
課
税
明
細

書
に
よ
り
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
税
務
課
課
税
第
２
係

（
☎
３
８
―
５
８
０
６
） 

  

●
病
児
保
育 

  

　
保
護
者
の
子
育
て
と
仕
事
の
両
立

を
支
援
す
る
た
め
、
病
気
回
復
期
で

集
団
生
活
が
困
難
な
児
童
を
一
時
預

か
り
ま
す
。 

▼
と
き
　
平
日
…
午
前
８
時
３０
分
〜

午
後
５
時
、
土
曜
日
…
午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
１
時
（
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
） 

▼
と
こ
ろ
　
な
か
よ
し
こ
ど
も
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
稲
荷
町
高
畑
７５
） 

▼
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
の
保
育

園
・
幼
稚
園
児
お
よ
び
小
学
校
１
〜

３
年
生 

▼
利
用
料
　
１
日
に
つ
き
、
３
歳
未

満
児
は
２
千
１
０
０
円
、
３
歳
児
は

９
０
０
円
、
４
歳
児
以
上
８
０
０
円 

▼
申
込･

問
合
先
　
児
童
課
児
童
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
０
） 

  

●
樹
木
・
樹
林
に
報
償
金
を

　
交
付 

  

　
岩
倉
市
で
は
、
市
民
の
身
近
な
み

ど
り
の
保
護
、
保
全
を
図
る
た
め
、

社
寺
境
内
等
の
樹
木
ま
た
は
、
樹
林
、

あ
る
い
は
屋
敷
林
な
ど
、
民
有
地
の

み
ど
り
を
「
保
護
樹
・
保
護
樹
林
」

と
し
て
指
定
す
る
制
度
を
制
定
し
て

い
ま
す
。 

　
該
当
す
る
樹
木
等
の
所
有
者
（
ま

た
は
、
管
理
者
）
は
、
積
極
的
に
申

請
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。 

▼
平
成
１６
年
度
ま
で
の
指
定
状
況 

★
保
護
樹
…
９３
本 

★
保
護
樹
林
…
９
か
所 

▼
指
定
基
準 

★
保
護
樹
…
幹
の
周
囲
が
１
・
５
㍍

以
上
ま
た
は
、
高
さ
が
１５
㍍
以
上
の

も
の 

★
保
護
樹
林
…
樹
林
と
し
て
存
す
る

土
地
の
面
積
が
５
０
０
平
方
㍍
以
上

の
も
の 

▼
報
償
金
額 

★
保
護
樹
…
１
か
所
１
本
年
額
５
千

円
、
２
本
以
上
は
年
額
１
万
円 

★
保
護
樹
林
…
１
か
所
年
額
２
万
円 

▼
樹
勢
診
断
と
治
療
費
の
助
成 

　
指
定
し
た
樹
木
が
損
傷
、
あ
る
い

は
病
害
虫
等
に
よ
り
衰
え
た
場
合
は
、

市
で
派
遣
す
る
樹
木
医
に
よ
っ
て
樹

勢
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
診
断
費
用
は
市
が
負
担
し
ま
す
）
。 

　
診
断
結
果
を
踏
ま
え
、
所
有
者
等

と
市
が
協
議
し
、
治
療
が
必
要
で
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
治
療
に
必
要

な
経
費
の
２
分
の
１
の
額
（
限
度
額

は
３０
万
円
）
を
助
成
し
ま
す
。 

▼
申
請
期
間
　
４
月
１
日
　
〜
２８
日

　 ▼
申
請
・
問
合
先
　
都
市
計
画
課
計

画
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
４
） 

         

●
尾
張
の
文
化
財
め
ぐ
り 

　
　
　
　
―
円
空
仏
と
近
世
建
築
― 

　
　
　
　
　
　 

 

　
尾
張
北
部
に
伝
わ
る
円
空
仏
や
近

世
の
建
物
を
め
ぐ
り
、
江
戸
時
代
の

人
々
の
思
想
や
職
人
た
ち
の
優
れ
た

技
術
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
見
学
場
所
に
つ
い
て
、

専
門
家
の
解
説
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

▼
と
き
　
５
月
２２
日
　（
雨
天
決
行
） 

▼
集
合
場
所
と
時
間
　 

★
小
牧
市
市
民
会
館
…
午
前
９
時 

★
江
南
市
民
文
化
会
館
…
午
前
９
時

３０
分 

▼
解
散
場
所
と
予
定
時
間 

★
小
牧
市
市
民
会
館
…
午
後
４
時 

★
江
南
市
民
文
化
会
館
…
午
後
４
時

３０
分 

▼
見
学
コ
ー
ス
　
円
空
展
（
江
南
市

民
文
化
会
館
）
↓
大
縣
神
社
（
犬
山

市
）
↓
大
聖
寺
（
岩
倉
市
）
↓
内
々

神
社
（
春
日
井
市
）
↓
岸
田
家
（
小

牧
市
） 

▼
参
加
料
　
中
学
生
以
上
…
２
千
円
、

小
学
生
…
１
千
５
０
０
円
（
バ
ス
代
、

昼
食
代
、
保
険
料
含
む
） 

▼
対
象
　
小
学
校
４
年
生
以
上
（
小 

学
生
は
保
護
者
同
伴
） 

▼
定
員
　
５０
人
（
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
） 

▼
申
込
方
法
　
４
月
２２
日
　（
必
着
）

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
希
望
す
る

集
合
場
所
（
氏
名
と
年
齢
は
参
加
者

全
員
）
を
記
入
し
て
、
犬
山
市
教
育

委
員
会
文
化
財
課
（
〒
４
８
４
―
８

５
０
１
犬
山
市
大
字
犬
山
字
東
畑

３６
）
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
犬
山
市
文
化
財
課
（
☎

０
５
６
８
―
６
１
―
１
８
０
０
）
ま

た
は
、
岩
倉
市
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
９
） 

  

●
親
子
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
親
子 

　
治
水
見
学
会
） 

  
　
新
川
流
域
総
合
治
水
対
策
協
議
会

で
は
、
総
合
治
水
を
幅
広
く
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
親
子
フ
ォ
ー
ラ

ム(

親
子
治
水
見
学
会)

を
開
催
し
ま

す
。 

▼
と
き
　
５
月
１５
日
　
午
前
９
時
集

合
、午
後
４
時
頃
解
散（
小
雨
決
行
） 

▼
対
象
　
小
学
生
（
４
年
生
以
上
）

と
そ
の
保
護
者
の
２
名
１
組 

▼
参
加
費
　
無
料 

▼
主
な
見
学
予
定
地
　
い
ろ
い
ろ
な

治
水
施
設
を
バ
ス
で
ま
わ
り
見
学
し

ま
す
。 

・
新
川
治
水
緑
地
（
庄
内
川
洗
堰)

（
名
古
屋
市
北
区
・
西
区
） 

・
五
条
川
改
修
状
況
（
清
洲
町
〜
春

日
町
）
　 

・
青
木
川
放
水
路
（
地
下
放
水
路
、

排
水
機
場
、
調
節
池
）
（
江
南
市
〜

大
口
町
） 

・
高
根
洞
調
節
池
（
大
規
模
開
発
に

伴
う
防
災
調
節
池
）
（
犬
山
市
） 

※
天
候
等
に
よ
り
見
学
地
が
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

▼
集
合
場
所
　
愛
知
県
庁(

本
庁
舎

南
玄
関
） 

▼
応
募
方
法
　
官
製
は
が
き
に
保
護

者
の
①
住
所
②
氏
名
③
子
ど
も
の
名

前
④
学
年
⑤
電
話
番
号
⑥
そ
れ
ぞ
れ

男
女
の
別
を
記
載
し
て
、
土
木
課

（
〒
４
８
２
―
８
６
８
６
住
所
不
要
）

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
電
話
番
号
は
、
当
日
の
緊
急
連
絡

先
把
握
の
た
め
に
必
要
で
す
。 

▼
応
募
締
切
日
　
４
月
１４
日
　
必
着 

▼
そ
の
他
　
流
域
１９
市
町
の
中
で
抽

選
し
、
４０
組
が
参
加
で
き
ま
す
。
な

お
、
結
果
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。 

▼
問
合
先
　
土
木
課
維
持
管
理
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
３
） 

（木） 

（日） 

（日） 

（木） 

（金） 

（金） 

（金） 

あ
ら
い  

ぜ
き 

た
か  

ね  

ほ
ら 
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教室  



▼
利
用
料
　
１
日
に
つ
き

３
歳
未

　
指
定
し
た
樹
木
が
損
傷

あ
る
い

３
分 

て
い
た
だ
く
た
め

親
子
フ
ォ

ラ

（
☎
３
８

５
８
１
３
） 

         

　
―
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
― 

●
「
地
域
子
ど
も
教
室
」
指
導
員 

 

　 　
岩
倉
市
で
は
、毎
週
土
曜
日
に
小
・

中
学
校
を
活
用
し
て
、
子
ど
も
た
ち

が
安
心
し
て
活
動
し
、
仲
間
づ
く
り

が
で
き
る
よ
う
に
「
地
域
子
ど
も
教

室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

地
域
子
ど
も
教
室
は
、
子
ど
も
た

ち
の
自
主
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
、
学
習
活
動
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を
、
地
域
の

大
人
の
力
を
結
集
し
て
支
援
す
る
活

動
で
す
。 

　
子
ど
も
教
室
の
指
導
員
と
し
て
協

力
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
が
好
き
な
人
で
あ

れ
ば
、
特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
遊
び
や
学
習
の
分
野
で

指
導
員
と
し
て
登
録
し
ま
せ
ん
か
。 

▼
指
導
日
時
　
毎
週
土
曜
日
午
前
９

時
〜
正
午
（
た
だ
し
、
夏
休
み
な
ど

長
期
休
業
期
間
は
除
き
ま
す
） 

▼
指
導
場
所
　
市
内
各
小
・
中
学
校 

▼
指
導
内
容
　
小
学
生
…
ス
ポ
ー
ツ
、

文
化
、
学
習
活
動
な
ど
を
指
導
、
中

学
生
…
学
習
指
導 

▼
対
象
　
１８
歳
か
ら
６５
歳
ま
で
で
健

康
な
人 

▼
募
集
人
数
　
若
干
名 

▼
謝
礼
　
１
時
間
１
千
円 

▼
申
込
方
法
　
所
定
の
履
歴
書
に
記

入
の
う
え
生
涯
学
習
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係
（
☎
３
８
―
５
８
１
９
） 

  

●
趣
味
ク
ラ
ブ
会
員 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
老
人
憩
の
家 

  

　
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
教
養
を
高

め
る
た
め
に
、
年
間
を
通
し
て
ク
ラ

ブ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
６５
歳
以
上
の

人
な
ら
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

随
時
募
集
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

誘
い
合
わ
せ
て
ご
入
会
く
だ
さ
い
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
老
人
憩
の
家

（
東
町
☎
３
７
―
３
８
３
４
）
、
南

部
老
人
憩
の
家
（
大
地
町
☎
３
７
―

０
４
９
７
） 

  

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会 

　
参
加
者 

  

　
岩
倉
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
で
は
、

第
５９
回
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
を

開
催
し
ま
す
。 

▼
と
き
　
４
月
１７
日
　
午
前
１０
時
〜

（
雨
天
予
備
日
４
月
２４
日
　
） 

▼
と
こ
ろ
　
野
寄
テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

▼
種
目
　
男
女
別 

▼
参
加
資
格
　
市
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
者
（
高
校
生
以
上
対
象
） 

▼
参
加
費
　
１
人
５
０
０
円 

▼
申
込
方
法
　
当
日
、
会
場
で
受
け

付
け
ま
す
。 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
体
育
協
会
事
務

局
（
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
内
☎

６
６
―
２
２
２
２
） 

  

　
岩
子
連 

●
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー 

  

　
岩
子
連
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
は
、

岩
倉
市
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
お
よ

び
単
位
子
ど
も
会
を
中
心
と
し
た
地

域
の
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
私
た
ち
と
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
　
や
る
気
の
あ
る
あ
な
た

の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

▼
目
的
　
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
健

全
育
成
を
願
い
、
活
動
を
実
施
し
、

併
せ
て
会
員
相
互
の
研
修
を
重
ね
、

人
格
を
高
め
る
と
と
も
に
友
情
連
帯

を
深
め
る
こ
と
で
す
。 

▼
活
動
　
岩
倉
市
子
ど
も
会
連
絡
協

議
会
お
よ
び
単
位
子
ど
も
会
の
子
ど

も
に
関
す
る
活
動
に
参
加
、
企
画
、

補
助
を
行
い
ま
す
。 

※
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
必
要
な
基
礎
知

識
を
得
る
た
め
、
お
お
む
ね
月
１
回

の
練
習
を
行
い
ま
す
。
研
修
会
に
参

加
し
て
、
資
格
が
取
れ
ま
す
。 

▼
対
象
　
中
学
校
１
年
生
か
ら
大
学

生
年
齢
相
当
ま
で
と
し
ま
す
。
男
女

は
問
い
ま
せ
ん
。 

▼
申
込
　
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
子
ど
も
会
連
絡

協
議
会
事
務
局
（
第
一
児
童
館
く
す

の
き
の
家
内
☎
３
８
―
１
１
０
６
） 

 

（日） 

（日） 

※その他、楽しいクラブがたくさんあります。詳しくは、老人憩の家まで 
お問い合わせください。 

趣味クラブのご案内 

華 道  

ク ラ ブ 名  

カ ラ オ ケ  
健 康 体 操  

絵 手 紙  

囲 碁  

１０：００～１２：００ 

実施時間  

１０：００～１２：００ 
１３：３０～１４：００ 
１０：００～１２：００ 
１３：００～１４：３０ 
１３：３０～１５：００ 

第１・第３土曜日 

実施場所  
老人憩の家 南部老人憩の家 

第３・第４木曜日 
第１水曜日 
第２水曜日 

第２土曜日 

第２・第４土曜日 
第１・第２木曜日 
第３水曜日 

第２・第４月曜日 
第４土曜日 

四市交歓体育大会参加者を募集します 
　江南・岩倉・小牧・犬山市の4市と４市教育委員会、
４市体育協会が５月８日（日）に第５０回四市交歓体育
大会を犬山市で開催します。 
　この大会は、陸上競技を始め１５種目にわたって行わ
れますが、岩倉市では陸上競技の出場選手を募集します。 
　募集種目　表のとおり 
　募集期限　４月１０日（日） 
　申込・問合先　スポーツ課（総合体育文化センター内
☎６６―２２２２） 

▼  

▼  

▼  

部　　門 種　　目 定　　員 

男子の部 

１００ｍ走 
４００ｍ走 
１５００ｍ走 
走高跳 

各２人 

各２人 

３人 
４人 

４人 

走幅跳 
砲丸投 
５０００ｍ走 
８００ｍリレー 
１００ｍ走 
走高跳 
走幅跳 
砲丸投 
４００ｍリレー 

女子の部 

平成17年4月1日 ２５ 

募集  



岩倉市体育協会の会員を募集します 
問合先　岩倉市体育協会事務局　（総合体育文化センター内☎６６－２２２２） ▼

 

北空手道 

五条川空手道 

北小卓球 

東小卓球 

五条川小卓球 

南中卓球 

ママさん卓球 

剣道連盟 

総合体育文化センター 

五条川小学校体育館 

東小学校体育館 

五条川小学校体育館 

南部中学校体育館 

総合体育文化センター 

市立体育館 
（北小学校内） 

居合道 市立武道館（北小学校内） 

市立武道館（北小学校内） 
総合体育文化センター 

総合体育文化センター 
南部中学校弘道館 

射撃協会 

ソフトテニス協会 

多治見・関・岡崎射場 

野寄テニスコート 

テニス協会 

サッカー協会 

柔道会 

スキー協会 

水泳部 

野寄テニスコート 

石仏スポーツ広場 

未　　　定 

山岳会 総合体育文化センター 

市営大地プール 
近隣温水プール 

ゴルフ部会 

東新町空手 

卓球 

岩倉団地集会所 
岩倉東小学校体育館 

木曜日 午前９時～正午 
土曜日 午後７時３０分～９時３０分 

総合体育文化センター 

国際ゴルフクラブ 
（小牧市） 

軟式野球・ソフトボール（男子・女子）に加盟を希望されるチームは、軟式野球（事務局）大野正昭☎５７－０２０５、ソフトボール（事務局）小島保光☎３７－０４７２までご連絡ください。 

バドミントン協会 

バレーボール協会 

卓球協会 

空手道連盟 

岩倉北バレーボール 

岩倉南バレーボール 

岩倉東バレーボール 

五条川バレーボール 

曽野バレーボール 

岩倉すみれバレーボール 

つくしバレーボール 

男子バレーボール岩倉 

バレーボール協会（女子） 

北小バドミントン 

東小バドミントン 

五条川小バドミントン 

曽野小バドミントン 

南中バドミントン 

総体バドミントン 

会　　場 

東小学校体育館 

五条川小学校体育館 

曽野小学校体育館 

南部中学校体育館 

総合体育文化センター 

市立体育館 
（北小学校内） 

対　象 と　　　き 申　込　先 

会場で受け付け 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

小学５年生以上 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

女子 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

高校生以上の男子 

会場で受け付け 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

南小学校体育館 

東小学校体育館 

五条川小学校体育館 

曽野小学校体育館 

総合体育文化センター 

南小学校体育館 

市立体育館 
（北小学校内） 

市立体育館 
（北小学校内） 
市立体育館 
（北小学校内） 

太田　勝己 
田中　伸行 

曽我　金作 

八尾　　弘 

松井啓次郎 

山本　義広 

中州　慶子 

小池　幸夫 

会場で受け付け 

会場で受け付け 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

会場で受け付け 

〃 

舩橋　茂樹 
丹羽　金昇 

松岡　良高 
松下　明房 

黒宮　　彰 黒宮　彰 ６６-４５１０ 

会場で受け付け 
小池幸夫　３７-１８７８ 

桜井　精一 

河村　鑛行 
長谷川雄一 

鈴木　新彦 

栗木　洋明 

福山　　修 

久村　幸則 

会場で受け付け 

堀　　巌 ３７-７８９３ 

鈴木新彦 ６６-６３９１ 

栗木洋明 ３７-０９０５ 

〃 

服部光知哲 
中森　靖幸 

小林　勝輝 
鉄屋　征志 

村松真理子 
大石　　武 

会場で受け付け 
福山　修　３８-６２９３ 

会場で受け付け 
小林勝輝　６６-６９２２ 
服部光知哲　３７-５４５３ 
中森　靖幸　３７-３９９１ 

高校生以上 

一般 

〃 

〃 

〃 

〃 

多数 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

多数 

高校生 
一般 
ジュニア 
一般・シニア 

高校生以上 

〃 

〃 

〃 

婦人 

中学生以上 

多数 

〃 

多数 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 〃 

〃 

一般 
高校生 

一般 
高校生 

小学５年生以上 

２０歳以上 

２０人 

名　　称 会　　場 指導者 申　込　先 対　象 募集人数 と　　　き 会　　　費 

名　　称 会　　場 指導者 申　込　先 対　象 募集人数 と　　　き 会　　　費 

名　　称 会　　場 指導者 申　込　先 対　象 募集人数 と　　　き 会　　　費 

団　　体　　名 

団　　体　　名 

会　　場 申　込　先 対　象 と　　　き 会　　費 

年 １０，０００円 

年 １，０００円 

月 ５００円 

月 ５００円 

〃 

〃 

〃 

会　　費 

月 ７００円 

月 ５００円 

月 ６００円 

入会金　１，０００円 
　年　　５，０００円 

入会金　１，０００円 
　年　　２，０００円 

入会金　１，０００円 
　年　　２，０００円 

入会金　４，０００円 
　年　　６，０００円 

　月　　３，５００円 

　年　　５，０００円 
　年　　４，０００円 

入会金　５，０００円 
　月　　　８００円 

〃 

〃 

年 ５，０００円 

年 ５，０００円 

月 １，５００円 

　年　　５，０００円 
　年　　４，０００円 

一般 
小・中・高校生 

　年　　５，０００円 
　年　　４，０００円 

一般 
高校生 

　年　　５，０００円 
　年　　４，０００円 

入会金　２，０００円 
　月　　１，０００円 

入会金　１，０００円 
　年　　７，０００円 

入会金　２，０００円 
　年　　８，５００円 

土・日曜日 
午前９時～午後1時 

土曜日 
午後７時～９時３０分 

金曜日 
午後７時３０分～９時３０分 
水曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

日曜日 
午前９時～正午 

水・木曜日 
午前９時～正午 
木曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

水・金曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

土曜日 
午後２時３０分～４時３０分 

水曜日 
午後７時３０分～９時３０分 
土曜日 
午後２時３０分～４時３０分 
土曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

月 １，０００円 水曜日 
午前９時３０分～正午 
土曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

土曜日 
午後０時３０分～２時３０分 

第２金曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

火曜日 
午後７時３０分～９時３０分 
月曜日 
午後７時３０分～９時３０分 
土曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

土曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

月　　　１,０００円 
月　 　　  ７００円 

木曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

月・木曜日 
午後７時～９時 
月・木曜日　  午後７時～９時 
金曜日　　　午後７時～９時 

土・日曜日 
午前９時～午後５時 
土・日曜日 
午前９時～午後５時 

毎月２回 
午後７時３０分～９時 
水曜日 
午後８時～ 

毎月１回 

随時 

随時 

月・金曜日 午後６時３０分～９時３０分 
土曜日 午後６時３０分～９時３０分 

火・木・土曜日　午後７時３０分～９時３０分 
月・金曜日　　  午後７時３０分～９時３０分 

水曜日 午後６時３０分～９時３０分 
土曜日 午後５時３０分～６時３０分 

水曜日　午後７時３０分～９時３０分 
土曜日　午後２時３０分～４時３０分 
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●
適
応
指
導
教
室
臨
時
職

　
員
お
よ
び
メ
ン
タ
ル
フ

　
レ
ン
ド 

  

　
岩
倉
市
で
は
、
学
校
生
活
へ
の
適

応
が
困
難
で
、
不
登
校
や
そ
の
傾
向

に
あ
る
岩
倉
市
在
住
の
小
・
中
学
校

の
児
童
生
徒
を
対
象
に
、
適
応
指
導

教
室
で
個
に
応
じ
た
種
々
の
活
動
や

学
習
を
通
し
て
、
規
則
正
し
い
生
活

リ
ズ
ム
を
取
り
戻
し
、
心
の
居
場
所

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
再
び
学
校

へ
戻
る
活
力
や
社
会
に
適
応
し
て
生

き
る
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
を

め
ざ
し
、
適
応
指
導
教
室
指
導
員
を

中
心
に
指
導
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
指
導
員
の
助
言
の
も
と
、

臨
時
職
員
で
不
登
校
や
そ
の
傾
向
に

あ
る
児
童
生
徒
を
支
援
し
て
い
ま

す
。 

　
ま
た
、
適
応
指
導
教
室
に
お
け
る

指
導
の
一
環
と
し
て
、
指
導
員
の
助

言
の
も
と
、
教
員
、
心
理
士
等
を
め

ざ
す
大
学
生
等
を
メ
ン
タ
ル
フ
レ
ン

ド
と
し
て
、
小
学
校
お
よ
び
中
学
校

に
お
け
る
不
登
校
の
児
童
生
徒
の
家

庭
や
学
校
等
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　
メ
ン
タ
ル
フ
レ
ン
ド
は
、
児
童
生

徒
の
話
し
相
手
、
遊
び
相
手
と
な
る

こ
と
を
通
し
て
、
児
童
生
徒
の
心
の

安
定
を
図
り
、
健
全
な
育
成
を
め
ざ

す
こ
と
を
目
的
と
し
活
動
を
し
て
い

ま
す
。 

▼
賃
金
等 

★
臨
時
職
員
…
時
給
８
６
０
円 

★
メ
ン
タ
ル
フ
レ
ン
ド
…
１
回
（
４

時
間
）
２
千
５
０
０
円 

▼
募
集
期
間
　
随
時
、
受
け
付
け
ま

す
。 

▼
提
出
書
類
　
学
校
教
育
課
指
定
の

履
歴
書
と
身
体
検
査
書 

▼
申
込
・
問
合
先
　
学
校
教
育
課
庶

務
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
８
） 

         

●
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク 

  

　
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
不
用
品
の

有
効
利
用
と
、
む
だ
の
な
い
消
費
生 

活
の
た
め
に
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

　
物
品
の
や
り
と
り
は
、
当
事
者
間

で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

登
録
物
品
（
３
月
１５
日
現
在
）
　 

▼
あ
げ
ま
す
　
子
ど
も
用
自
転
車

（
女
児
用
・
１６
イ
ン

 

チ

）
、
電
動
介
護
ベ

ッ
ド
、
ソ
フ
ァ
（
３
人
掛
け
）
、
ス

ト
ー
ブ
、
ベ
ッ
ド
（
シ
ン
グ
ル
）
、

自
転
車
腰
掛
け
（
幼
児
用
）
、
フ
ラ

ン
ス
人
形
（
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
入
り
） 

▼
求
め
ま
す
　
幼
児
用
い
す
、
洗
濯

機
（
全
自
動
）
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、 

入
学
式
用
ス
ー
ツ
（
男
子
・
１
３
０

㌢
） 

▼
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光

係
（
☎
３
８
―
５
８
１
２
） 

  

●
ペ
イ
オ
フ
解
禁
の
範
囲 

　
拡
大 

　 

 

　
平
成
１７
年
４
月
以
降
は
、
当
座
預

金
や
利
息
の
つ
か
な
い
普
通
預
金
は

「
決
済
用
預
金
」
と
し
て
全
額
保
護

さ
れ
、
定
期
預
金
や
利
息
の
つ
く
普

通
預
金
な
ど
は
、
１
金
融
機
関
に
つ

き
預
金
者
１
人
当
た
り
、
元
本
１
千

万
円
ま
で
と
そ
の
利
息
が
保
護
さ
れ

ま
す
。
具
体
的
に
ど
の
預
金
が
決
済

用
預
金
に
該
当
す
る
か
等
の
詳
細
は
、

金
融
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 

「
決
済
用
預
金
」
と
は
… 

　
無
利
息
、
要
求
払
い
、
決
済
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
と
い
う
３
要
件

を
満
た
す
も
の
で
す
。 

▼
預
金
保
険
制
度
加
入
金
融
機
関 

銀
行
（
日
本
国
内
に
本
店
が
あ
る
も

の
）
、
信
用
金
庫
、
信
用
組
合
、
労

働
金
庫
、
信
金
中
央
金
庫
、
全
国
信

用
協
働
組
合
連
合
会
、
労
働
金
庫
連

合
会 

※
農
協
、
漁
協
、
水
産
加
工
協
等
の

系
統
金
融
機
関
は
、
別
途
、
農
水
産

業
協
同
組
合
貯
金
保
険
制
度
に
加
入

し
て
い
ま
す
。 

▼
問
合
先
　
東
海
財
務
局
総
務
部
財 

務
広
報
（
☎
０
５
２
―
９
５
１
―
１ 

７
７
８
）
お
よ
び
、
各
金
融
機
関 

  

●
春
の
地
域
安
全
（
防
犯
）

　
運
動 

  

　
４
月
は
、
行
楽
な
ど
で
外
出
す
る

機
会
が
多
く
、
留
守
を
狙
っ
た
空
き

巣
狙
い
や
自
動
車
や
車
内
の
荷
物
が

盗
ま
れ
る
被
害
が
多
く
発
生
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
新
入
学
児
童
・
園
児
を
対

象
と
し
た
連
れ
去
り
な
ど
悲
惨
な
事

件
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
犯

罪
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
春
の

地
域
安
全
（
防
犯
）
運
動
を
実
施
し

ま
す
。 

　
岩
倉
市
内
で
は
、
各
地
区
ご
と
で 

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
犯
罪
件
数
を

減
ら
す
効
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
皆
さ
ん
の
防
犯
に
対
す
る

意
識
を
さ
ら
に
高
め
ま
し
ょ
う
。 

春
の
地
域
安
全
（
防
犯
）
運
動 

▼
期
間
　
４
月
１
日
　
〜
１０
日 

▼
運
動
の
重
点 

★
新
入
学
児
童
・
園
児
の
事
件
・
事

故
の
防
止 

★
空
き
巣
被
害
の
防
止 

★
車
両
関
係
被
害
の
防
止 

▼
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
守
ろ
う
よ
　
わ
た

し
の
好
き
な
　
ま
ち
だ
か
ら 

▼
問
合
先
　
江
南
警
察
署
生
活
安
全

課
（
☎
５
６
―
０
１
１
０
内
線
２
６

２
） 

ブックスタート 

（金） 

（日） 

　ブックスタートには、「地域に生まれたすべての赤ちゃんが
心健やかに育つことを応援したい」「保護者が安心して子育て
ができる環境を作りたい」という願いが込められています。 
　岩倉市では、昨年４月から、毎月第３火曜日に保健センター
で開催している８か月児育児教室で、図書館の読み聞かせボラ
ンティアを中心として、赤ちゃんに、絵本を見せながら、繰り
返し読み聞かせなどを行っています。 
　今年４月からは、毎月第１土曜日午前１０時３０分から図書
館お話コーナーでも実施します。 
　また、親子のコミュニケーションを促し、親子のきずなや信
頼関係をはぐくむなど、親子のふれあいの大切さを伝えるため
の、絵本の紹介も行っています。 
　ブックスタートを通して地域における子育て支援の充実のた
め、図書館や児童課、子育て支援センター、保健センターなど
の連携を密にして、今後も実施していきます。 
　また、この活動を支援していただけるボランティアを募集し
ています。 
　申込・問合先　図書館（☎３７―６８０４） ▼

 

▼
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新
着
図
書
の
紹
介 

岩
倉
市
図
書
館 

☎
３７
―
6
8
0
4

図
書
館
ニ
ュ
ー
ス

★
は
じ
け
る
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｙ
Ａ
流 

　  　
　
　
　
　
日
本
経
済
新
聞
社
　
編 

　
　
　
　
　
　
分
類
　
経
済
・
法
律 

                

　
流
行
と
不
易
を
巧
み
に
か
ぎ
分
け

る
企
業
経
営
、
豊
か
さ
と
倹
約
を
兼

ね
備
え
た
人
々
の
消
費
性
向
、
技
術

力
・
モ
ノ
造
り
に
軸
足
を
置
く
産
業

構
造
。
日
本
で
い
ち
ば
ん
元
気
な
地

域
・
中
部
の
底
力
を
解
剖
す
る
ド
キ

ュ
メ
ン
ト
。 

★
図
解
雑
学
　
日
本
の
地
名 

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
茂
樹
　
著 

分
類
　
歴
史･

地
理 

                

　
当
た
り
前
の
よ
う
に
接
し
て
い
る

身
近
な
地
名
。
し
か
し
、
そ
の
成
り

立
ち
を
知
る
こ
と
は
決
し
て
容
易
な

こ
と
で
は
な
い
。
新
し
い
解
釈
の
も

と
、
図
解
を
用
い
て
日
本
の
地
名
の

由
来
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
。 

　
興
味
深
い
コ
ラ
ム
も
充
実
。 

  

★
旅
客
機
・
空
港
の
謎
と
不
思
議 

　
　
　
　
　
　
　
　
谷
川
一
巳
・
著 

★
卑
弥
呼
の
殺
人
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
篠
田
秀
幸
・
著

★
素
敵
な
女
性
に
な
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
タ
キ
・
著 

★
面
白
い
ほ
ど
よ
く
わ
か
る
臨
床
心

理
学
　
　
　
　
　
　
稲
富
正
治
・
著 

  

　
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
交
通
事
故 

　
高
め
よ
う
モ
ラ
ル
守
ろ
う
ル
ー
ル 

●
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動 

  

　
街
中
に
新
入
学
・
新
入
園
し
た
子

ど
も
た
ち
が
元
気
に
通
学
・
通
園
し

て
い
る
の
を
見
か
け
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
不
慣
れ
な
環
境
の
中
で
の

痛
ま
し
い
交
通
事
故
の
発
生
が
心
配

さ
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
春
の
日
差
し
を
求
め
て
、

外
出
す
る
機
会
が
増
え
、
開
放
感
か

ら
飲
酒
・
危
険
運
転
も
心
配
さ
れ
ま

す
。 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
交
通
事
故
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
一
人
ひ
と
り
が

交
通
安
全
意
識
を
高
め
交
通
事
故
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
。 

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動 

▼
期
間
　
４
月
６
日
　
〜
１５
日 

▼
運
動
の
重
点 

★
子
ど
も
や
高 

齢
者
を
交
通
事 

故
か
ら
守
ろ
う 

★
自
転
車
や
二 

輪
車
の
安
全
利 

用
を
推
進
し
よ
う 

★
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
を
正
し
く
着
用
し
よ
う 

★
イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ッ
プ
運
動
（
交
差

点
で
黄
信
号
も
止
ま
る
運
動
）
を
推

進
し
よ
う 

▼
問
合
先
　
行
政
課
交
通
防
犯
係

（
☎
３
８
―
５
８
０
４
） 

  

●
献
血
に
ご
協
力
を 

  

　
献
血
の 

際
に
は
、 

事
前
に
血 

液
の
比
重 

検
査
の
ほ 

か
、
問
診 

や
血
圧
測 

定
な
ど
の 

検
査
を
行 

い
、
総
合 

的
に
健
康
状
態
を
判
断
し
て
か
ら
献

血
の
適
否
を
決
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
４
月
１８
日
　
ユ

ニ
ー
㈱
岩
倉
店 

▼
受
付
時
間
　
午
前
１０
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
４
時 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
献
血
推
進
協
議

会
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
☎
３
７
―

３
１
３
５
） 

  

　
春
の
緑
化
強
調
期
間 

　
４
月
１
日
　
〜
５
月
３１
日 

●
「
緑
の
募
金
」
に
ご
協
力
を 

  

　
緑
の
募
金
は
、
「
緑
の
募
金
に
よ

る
森
林
整
備
等
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

集
め
ら
れ
た
募
金
は
、
学
校
・
公
園

等
へ
の
植
樹
、
緑
化
木
・
草
花
の
配

布
、
み
ど
り
の
少
年
団
の
育
成
、
樹

木
診
断
等
、
身
近
な
緑
化
の
推
進
や

森
林
整
備
に
関
す
る
事
業
費
に
充
て

ら
れ
ま
す
。 

　
愛
知
県
で
は
、
春
の
緑
化
強
調
期

間
と
し
て
４
月
１
日
　
か
ら
５
月
３１

日
　
ま
で
、
県
植
樹
祭
を
始
め
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
緑
化
運
動
が
行
わ
れ

ま
す
。
期
間
中
、
岩
倉
市
で
も
緑
化

木
の
無
償
配
布
な
ど
を
行
う
と
と
も

に
、
「
緑
の
募
金
」
活
動
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
も
行
い
ま
す
。 

　
緑
を
ふ
や
し
、
緑
を
ま
も
り
、
緑

を
ひ
ろ
げ
る
活
動
に
、
ぜ
ひ
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

▼
募
金
取
扱
機
関
　
県
下
各
市
町
村

役
場
、
愛
知
県
尾
張
農
林
水
産
事
務

所 ▼
実
施
主
体
　
　
愛
知
県
緑
化
推
進

委
員
会 

▼
問
合
先
　
都
市
計
画
課
計
画
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
４
） 

  
●
フ
リ
ー
タ
ー
等
若
者 

　
専
門
の
就
職
相
談 

  

　
愛
知
県
で
は
、
３０
歳
未
満
の
若
者

の
就
職
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め

「
ヤ
ン
グ
・
ジ
ョ
ブ
・
あ
い
ち
」
を

設
置
し
、
就
職
に
関
す
る
情
報
提
供

を
始
め
、
職
業
適
性
診
断
、
キ
ャ
リ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
各
種
職
業
セ

ミ
ナ
ー
、
職
業
紹
介
な
ど
就
職
に
関

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

提
供
し
て
い
ま
す
。 

（水） 

（金） 

（月） 

（金） 

（火） 

（金） 

（社） 

（火） 

よ
し  

だ  

し
げ  

き 
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電話相談 相談場所・問合先 面接相談（予約制） 

南部保育園内 
子育て支援 
センター 

東部保育園内 
子育て支援 
センター 

大地町小森５ 
☎　 
３８―３９１１ 

大市場町順喜１１ 
☎　 
３８―２３８７ 

毎週 
月～金曜日 
午前９時～ 
午後４時 

毎週 
月～金曜日 
午前１０時～ 
午後３時 

毎週 
月・水・金曜日 
午後１時～４時 

毎週 
月・水・金曜日 
午後１時～３時 

※いずれも、祝日・振替休日を除きます。 

市 民 相 談   
市民相談室（☎３８－５８２２） 

 

お気軽にご相談ください 
 

 

 

　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室と
なっていますので、お気軽にご相談ください。 
なお、各相談は、正午から午後１時までお昼の休憩
をいただきます。 
■一般相談 
　とき  月～金曜日(祝日、振替休日を除く) 
　午前９時～午後４時 
■外国人のための相談（岩倉市国際交流協会） 
「こんにちはコーナー」 
　４月　３日（日）午後１時～３時 
　　　１７日（日）午後１時～３時 
■女性相談 
　４月　４日（月）午後１時～３時３０分 
　　　１８日（月）午後１時～３時３０分 
■人権相談 
　４月　８日（金）午後１時～４時 
■行政相談 
　４月　８日（金）午後１時～４時 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
　４月１２日（火）午後１時～４時 
　　　２７日（水）午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）
午前９時から、市民相談室で当月分の予約を受け付
けます（先着順、電話可）。 
■登記相談 
　４月１３日（水）午後１時～４時 
■知的障害者相談 
　４月１４日（木）午後１時～４時 
■総合福祉相談 
　４月１５日（金） 
★身体障害者相談 
　午後１時～４時 
★戦傷病者・戦没者遺族相談 
　午後１時～４時 
■年金相談 
　４月２５日（月）午前１０時～午後３時 
 

●心の相談電話 ☎３７－７８６７  
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、
一人でくよくよしていても、何の解決にもなりませ
ん。経験豊かなボランティアが電話で相談をお受け
します。お気軽におかけください。 
　とき　毎週月曜日　午前１０時～午後４時（祝日、
振替休日を除く） 

▼
 

▼
 

み  　な  　       な     や      む     な 

　
４
月
１
日
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
サ

ー
ビ
ス
に
加
え
、
新
た
に
若
者
の
家

族
の
皆
さ
ん
に
対
す
る
相
談
の
窓
口

を
開
設
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

▼
と
こ
ろ
　
中
日
ビ
ル
１２
階
（
名
古

屋
市
中
区
栄
４
―
１
―
１
☎
０
５
２

―
２
６
４
―
０
６
６
７
） 

▼
利
用
時
間
　
月
〜
金
曜
日
午
前
８

時
３０
分
〜
午
後
５
時
（
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
） 

★
参
考
ホ
ー
ム
ペ
ジ
ア
ド
レ
ス 

 

　｢

ヤ
ン
グ
・
ジ
ョ
ブ
・
あ
い
ち｣

の

１
月
末
現
在
の
延
べ
利
用
者
数
２
万

２
千
３
９
５
人
（
集
計
期
間
…
平
成

１６
年
７
月
５
日
〜
平
成
１７
年
１
月
３１

日
） 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
産
業
労
働
部
就

業
促
進
課
若
年
者
・
地
域
雇
用
対
策

グ
ル
ー
プ
（
☎
０
５
２
―
９
５
４
―

６
３
６
６
） 

  

●
教
育
相
談 

  

　
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や
家
庭

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
ご
と
を

持
つ
保
護
者
な
ど
を
対
象
に
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
毎
週
火
曜
日
午
後
１
時
〜

４
時 

▼
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
く
す
の
き
の
家
」
適
応
指
導
教
室

お
お
く
す
相
談
室 

▼
相
談
員
　
河
野
す
い
さ
ん
（
元
小

学
校
教
諭
） 

▼
そ
の
他
　
電
話
で
の
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
（
予
約
優
先
）
。 

▼
問
合
先
　
適
応
指
導
教
室
（
☎
３

８
―
０
３
０
０
） 

  

●
子
育
て
相
談 

  

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

乳
幼
児
の
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

　
「
育
児
に
つ
い
て
相
談
す
る
人
が

い
な
く
て
…
」
「
な
か
な
か
話
さ
な

い
け
ど
、
言
葉
が
遅
れ
て
い
る
の
で

は
…
」
「
子
ど
も
っ
て
ど
う
し
て
こ

ん
な
に
よ
く
な
く
の
だ
ろ
う
」
「
そ

ろ
そ
ろ
離
乳
食
始
め
た
い
け
ど
…
」

困
っ
た
わ
…
ど
う
し
よ
う
。 

　
相
談
室
で
お
子
さ
ん
を
遊
ば
せ
な

が
ら
、
気
兼
ね
な
く
お
話
が
で
き
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

  

●
振
り
込
め
詐
欺
（
恐
喝
） 

　
に
ご
注
意 

  

　
最
近
、
愛
知
県
内
で
は
、
振
り
込

め
詐
欺
（
恐
喝
）
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
ニ
セ
警
察
官
に
よ
る
交
通
事
故

の
示
談
金
名
目
の
振
り
込
め
詐
欺
の

ほ
か
、
「
娘
を
さ
ら
っ
た
」
な
ど
と

嘘
の
電
話
を
掛
け
現
金
を
振
り
込
ま

せ
る
誘
拐
偽
装
の
振
り
込
め
恐
喝
な

ど
そ
の
手
口
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。 

　
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
振
り
込

め
詐
欺
（
恐
喝
）
の
被
害
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

被
害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト 

★
相
手
が
誰
を
名
乗
ろ
う
と
ど
ん
な

用
件
を
言
お
う
と
、
電
話
一
本
で
お

金
を
振
り
込
ま
な
い
。 

「
す
ぐ
に
振
り
込
ま
な
い
」 

「
ひ
と
り
で
振
り
込
ま
な
い
」 

の
２
つ
を
肝
に
銘
じ
ま
し
ょ
う
。 

★
お
金
の
振
り
込
み
を
要
求
す
る
電

話
が
掛
か
っ
て
き
て
も
、
落
ち
着
い

て
話
を
聞
き
、
要
点
を
メ
モ
し
た
ら

い
っ
た
ん
電
話
を
切
り
ま
し
ょ
う
。 

★
そ
し
て
、
ま
ず
家
族
本
人
に
確
認

の
う
え
、
最
寄
り
の
警
察
署
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。 

★
警
察
が
示
談
に
介
入
し
て
お
金
を

払
う
よ
う
に
電
話
を
か
け
る
こ
と
は
、

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
警
察
本
部
総
務

部
広
報
課
（
☎
０
５
２
―
９
５
１
―

１
６
１
１
内
線
２
１
７
３
） 

 

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/yja/

こ
う  
の 
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五
条
川
の
桜
の
種
類
は
… 

　
桜
の
違
い
も 

　
　
　
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！ 

　
岩
倉
桜
ま
つ
り
も
始
ま
り
、
の
ん
ぼ
り
洗
い

や
山
車
、
物
産
市
な
ど
楽
し
み
な
行
事
が
目
白

押
し
で
す
。
満
開
の
桜
並
木
は
五
条
川
を
散
歩

す
る
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。 

　
五
条
川
に
は
い
ろ
い
ろ
な
桜
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
五
条
川
の
桜
は
ほ
と
ん
ど
が
染
井
吉
野

で
す
。
そ
し
て
北
の
ほ
う
か
ら
八
重
紅
枝
垂
、

関
山
、
松
月
、
御
衣
黄
、
四
季
桜
、
大
島
な
ど

そ
の
咲
き
方
や
色
を
異
に
し
た
「
さ
く
ら
」
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
ん
な
「
さ
く
ら
」

の
花
び
ら
を
ゆ
っ
く
り
見
な
が
ら
、
五
条
川
で

「
さ
く
ら
探
し
」
を
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
？ 

　
ま
た
、
五
条
川
の
堤
み
に
は
菜
の
花
が
咲
き
、

ま
た
、
川
面
は
桜
色
に
染
ま
り
ま
す
。
う
ら
ら

か
な
春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て
五
条
川
の
散
策
は
、

ま
る
で
別
世
界
に
い
る
よ
う
な
気
分
に
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。 

　
あ
な
た
も
、
今
年
は「
さ
く
ら
」の
違
い
を
十

分
に
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

そ
め
　
い
　
よ
し
　
の 

や
　
え
　
べ
に
　
し
　
だ
れ 

か
ん
　

ざ
ん 

ぎ
ょ
　
い
　
こ
う 

し
ょ
う
　

げ
つ 

N

岩
倉
駅
 

名
鉄
犬
山
線
 

八重紅枝垂 

関山 

関山 

四季桜 
大島 

大島 

松月 

御衣黄 

八重紅枝垂 

八重紅枝垂 

井上橋 

名神高速道路 

八神橋 

明治橋 
国道１５５号線 

八剱橋 

平成橋 

長瀬橋 

昭和橋 

岩倉橋 

千亀橋 

豊国橋 

伊勢橋 
真光寺橋 

一豊橋 

彦大橋 

城跡橋 

五
条
川

五
条
川
 

五
条
川
 

お祭り広場お祭り広場 お祭り広場 

　
西
市
町
の
吉
川
敦
・
理
佳
さ
ん
の
長
女

綺
里
菜
ち
ゃ
ん
（
３
歳
）
と
二
女
舞
優
希

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）
。 

 

●
お
母
さ
ん
の
一
言 

　
予
定
日
よ
り
か
な
り
遅
く
生
ま
れ
た
お

姉
ち
ゃ
ん
の
綺
里
菜
。
私
た
ち
の
心
配
を

よ
そ
に
超
が
つ
く
ほ
ど
の
お
て
ん
ば
で
、

パ
パ
と
マ
マ
は
毎
日
ヘ
ト
ヘ
ト
で
す
。
そ

ん
な
お
姉
ち
ゃ
ん
が
お
手
本
な
お
か
げ
で

妹
の
舞
優
希
も
か
な
り
活
発
で
、
こ
れ
か

ら
が
楽
し
み
？！
　
で
す
。
大
き
く
な
っ
た

と
き
、
私
た
ち
の
も
と
へ
生
ま
れ
て
き
て

良
か
っ
た
と
思
っ
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
な
。 

よ
し
か
わ 

あ
つ
し 

り
　
か 

綺
里
菜
ち
ゃ
ん 

舞
優
希
ち
ゃ
ん 

き
　  

り    

な 

ま
　  

ゆ    

き 
（左） （右） 

▲御衣黄 

▲八重紅枝垂 

▲染井吉野 
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家族の命を守るために
　　　　　　家族防災会議を開こう

みや　  た　　　　  さと　  こ 

●あいち防災リーダー　　宮田　智子 

　
大
地
町
の
　
田
孝
治
・
裕
里
さ
ん
の
長

男
悠
祐
く
ん
（
１
歳
）
。 

 

●
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
一
言 

　
悠
君
、
１
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と

う
！
　
こ
の
１
年
間
大
病
も
な
く
す
く

す
く
と
育
ち
、
「
笑
っ
た
」
「
バ
イ
バ
イ

が
で
き
た
」
と
毎
日
パ
パ
マ
マ
を
楽
し
ま

せ
、
喜
ば
せ
て
く
れ
た
ね
。
最
近
は
、
い

た
ず
ら
盛
り
で
や
ん
ち
ゃ
だ
け
ど
、
そ
ん

な
悠
君
も
大
好
き
！
　
パ
パ
マ
マ
の
大
切

な
宝
物
だ
よ
。 

　
こ
れ
か
ら
暖
か
く
な
っ
た
ら
い
っ
ぱ
い

お
出
か
け
し
て
い
っ
ぱ
い
思
い
出
作
ろ
う

ね
。
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
パ
マ
マ
よ
り 

よ
し  

だ   

た
か  

し 

ゆ
　
り 

悠
祐
く
ん 

ゆ
う  

す
け 

　防災会議といっても、堅苦しく考えることはありません。地震（災害）が起きた
ときに、家族全員が安全に避難するにはどうしたらよいかなどを気軽に話し合うこ
とから始めましょう。 
　家族で話し合う必要があるものについて、次のように大きくまとめてみました。
話し合う上で大切なのは、地震（災害）に対しての想像（イマジネーション）です。
いろいろな場面を想像して家庭内の対策を立ててみてください。 

　基本的と思われる項目をあげてみましたが、家族構成・乳幼児や高齢者がいる場合の対応や、子どもを学校へ迎え
に行く方法なども決めておく必要があります。必要以上に地震（災害）を恐れることなく、いざというときに備えて、
対策を講じておくことで不安を少なくし、地震（災害）に備えることが大切です。 

あらかじめ家族で話し合っておきたいこと 
地震に関する基礎知識 

★観測情報・注意情報・警戒宣言の意味 
★警戒宣言によるライフラインなどの規制状況 

家の危険個所のチェック 
★家の耐震状況を確認 
★家具等の配置や転倒・落下防止 
★ガラスの飛散防止 
★ブロック塀の転倒防止 

家族間の連絡方法 
★家族が離ればなれになった場合の連絡方法を決める 
★災害伝言ダイヤル「１１７」の利用方法 

備蓄と非常持出品 

家族一人ひとりの役割分担 

★家族構成を考えて必要な品を準備 
★保存状態や賞味期限の確認 

地震に備える場所の確認 
★警戒宣言発表時にどこで地震に備えるのか 
★家族が離ればなれになった場合の落ち合う場所の確認 
★避難場所の確認（場所の確認とともに避難するルート 
　も確認） 
★避難の方法を確認 
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地域・家庭でささえられている東っ子地域・家庭でささえられている東っ子

凧づくり支援　１年生・伝承遊びクラブ

広〜い田んぼで�
　　　　体験できます

１／２成人式　４年生
　１０歳になった４年生。お
父さん、お母さん、先生を迎
え、１／２成人式を開きまし
た。将来の夢や特技を発表し
ました。家族に感謝の気持ち
を伝えました。 

稲作り　５年生
　東町の村瀬さんの田を
借りて活動をしています。 

　ぼくは、ぐにゃぐにゃだこを作ったことは
あったけれど、木を組んで作るのは始めてだ
った。難しかったけれど、りっぱなのができ
てうれしかった。でも、飛ばしたら破れちゃ
った。残念！　残念！ 

　おとうさんが凧揚
げを手伝ってくれた
よ。よく飛んだ。う
れしかった。 

《田植え》土がドロドロし
てて体が自由に動かなくて
困った。そのうえ稲を３～
４本にちぎって植えなきゃ
いけない… 

　もちつきでは、お父さんやお母さんた
ちが手伝ってくれてよかったです。お父
さんたちがやっているのを見ると簡単そ
うでしたが、いざやってみると、きねが
重くて大変でした。 

岩倉東小学校 
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広報に掲載した写真をさしあげます。 
●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 

　３月１２日、岩倉の水辺を守る会の呼びかけ
でクリーンアップ五条川２００５が行われました。 
　この日は、時おり強い風の吹く寒い日でしたが、
子どもから大人まで５５０人が参加して、川の
中や、堤に捨てられたごみを拾い、２㌧トラッ
ク６台分ものゴミが集められました。 
　今年は、岩倉市に合わせて江南市のボランテ
ィアの皆さんも川の清掃を行い、流域での連携
が図られました。 

桜を楽しむ前に　   
～クリーンアップ五条川２００５～ 

　２月２７日、市役所１階ミニステージでいわくら
少年少女合唱団が合唱曲などを演奏しました。 

　今回は、合唱のほかに日本音楽グループ飛鳥と音
楽物語「じごくのそうべえ」を共演。かわいらしい
着物姿に身を包んだ団員２６人は、箏などの伝統楽
器の奏でる音色に合わせ、息の合った歌声を披露し
ました。 

箏の音色に歌声をのせて 
～ミニステージ・いわくら少年少女合唱団～ 

こと 

　３月１３日、ダンス＆体操発表会が総合体育文
化センター多目的ホールで開催され、１６グルー
プ２７３人が日ごろの練習の成果を発表しました。 
　この日、社交ダンスから道具を使ったユニーク
なダンスまで幅広いダンスが披露され、会場に訪
れた市民の皆さんは、完成度の高いダンスにおし
みない拍手を送っていました。 

楽しくダンスを披露  
～ダンス＆体操発表会～ 

あすか 
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古紙配合率100％再生紙を使用しています この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 白色度70％ 

いわくらし

ちき
ゅうにやさしい
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　休日急病診療（永吉昭一　なかよしこどもクリニック） 
朝市/東町 

はつらつ元気くらぶ（老人憩の家） 
分別収集/下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・新柳町 
古紙と古着の日/曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元町・大山寺本町・五条町・大市場町 

野菜の広場/岩倉駅地下道 

★乳幼児健康相談　★母親教室第１回 

★ＢＣＧ 
夕市/ＪＡ岩倉支店 

　休日急病診療（押谷誠　おしたにクリニック） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

★ポリオ　はつらつ元気くらぶ（南部老人憩の家） 
分別収集/曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元町・大山寺本町・五条町・大市場町 
古紙と古着の日/下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・新柳町 

★ポリオ 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

★ポリオ　はつらつ元気くらぶ（岩倉病院） 
分別収集/東新町（岩倉団地） 

★ポリオ 

★ポリオ 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

★ポリオ 

★離乳食教室　★１歳６か月児健康診査 
分別収集/八剱町・井上町・神野町・石仏町 
古紙と古着の日/中本町･東町･中野町･鈴井町 

野菜の広場/岩倉駅地下道 
古紙と古着の日/東新町（岩倉団地） 

金 

★３歳児健康診査 
分別収集/大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・北島町・野寄町 
古紙と古着の日/泉町・西市町・本町・宮前町・栄町一丁目 

「声の広報」を用意しています。 
●申込・問合先  岩倉市社会福祉協議会（☎３７-３１３５） 
または、企画課広報広聴係（☎３８-５８０２）まで。 

～大山寺町かいわい～ 

●発行/岩倉市役所 
〒482-8686 愛知県岩倉市栄町一丁目66番地 
☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 
●編集/総務部企画課広報広聴係 
●毎月2回 1日・15日発行 
●岩倉市ホームページアドレス 
http://www.city.iwakura.aichi.jp/

岩倉市の人口／48，460人（＋28人） 
            男性/24，157人（＋4人） 
            女性/24，303人（＋24人） 
          世帯数/19,393世帯（＋37世帯） 
                （3月1日現在） 

★印は保健センター 
休日急病診療の担当医は、変更する場合があります。 
岩倉市のホームページをご覧ください。 
万歩計貸し出し、健康チェックの日、母子健康手帳 
交付は毎週木曜日です。 
※毎週金曜日（祝日を除く）は、市民窓口課の証明 
発行業務を午後７時まで延長しています。 

救急医療情報センター 
　　�0586-72-1133 
　休日急病診療所 
　　�66-4708 
受付　9：00～11：30 
　　 13：00～16：30 
消防テレホンサービス  
　　�38-3119

　大山寺駅から西に向かい、黒壁の家など昔からの家並みを通って

いくと、左側に生田明神社があります。 

　この神社の拝殿の前後には、立派な彫り物がかけられています。

左右には軽やかに波の上を跳ぶウサギ、口を開け、目をむいている

竜が真中に位置し、その上にたくましい姿で力士が見栄を切ってい

ます。どの彫刻も細部まで彫りこまれた見事なもので、特に竜から

は迫力を感じます。何気なく通り過ぎると見過ごしてしまいそうで

すが、身近で見られる芸術作品です。 

いく　た　みょうじんしゃ 
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